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安全・快適・便利なまちを目指して 伊勢市の都市基盤整備 安全・快適・便利なまちを目指して 安全・快適・便利なまちを目指して 伊勢市の都市基盤整備 伊勢市の都市基盤整備 伊勢市の都市基盤整備 
河川・排水路整備について……………………基盤整備課河川係（1@1５５８８）

道路整備について………………………………基盤整備課道路係（1@1５５８６）

公園整備について…………………………基盤整備課街路公園係（1@1５５８７）

河川・排水路、道路、公園の維持管理について…維持課管理係（1@1５５８９）

伊
勢
市
は
、
大
半
が
伊
勢
平

野
の
標
高
の
低
い
地
形
に
位
置

す
る
た
め
、
近
年
の
宅
地
化
に

伴
う
農
地
の
減
少
や
、
短
時
間

集
中
型
の
局
地
的
な
降
雨
に
よ

り
、
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
地

域
が
多
く
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
浸
水
被
害
の
な

い
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
、
河
川
・
排
水
路

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

桧
尻
川（
一
之
木
５
丁
目
）や

大
堀
川
支
川
（
東
大
淀
町
・
柏

町
）、
船
江
山
川（
勢
田
町
ほ
か
）

の
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
中
心
市
街
地
を
流
域

に
持
つ
重
要
な
河
川
で
あ
る
桧

尻
川
は
、
下
流
を
整
備
す
る
三

重
県
や
、
勢
田
川
へ
の
合
流
地

点
に
排
水
機
場
を
整
備
す
る
国

土
交
通
省
と
歩
調
を
合
わ
せ

河
川
・
排
水
路
の
整
備

◆

河
川

て
、
今
年
度
で
改
修
が
完
了
し

ま
す
。

こ
の
改
修
工
事
に
よ
り
河
川

が
拡
幅
さ
れ
、
流
下
能
力
が
毎
秒

５
立
方
メ
ー
ト
ル
か
ら
９
・
７
立

方
メ
ー
ト
ル
に
改
善
さ
れ
、
安

全
に
勢
田
川
へ
排
水
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
後
は
、
三
重
県
が
行
う
下

流
区
間
の
本
格
整
備
の
進
捗
に

合
わ
せ
て
、
市
が
行
う
区
間
の

整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

雨
水
を
強
制
的
に
排
水
す
る

た
め
、
神
久
排
水
機
場
（
神
久

５
丁
目
ほ
か
）
を
整
備
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
豪
雨
時
に
浸
水
被
害

が
あ
る
岡
本
３
丁
目
・
小
俣
町

湯
田
な
ど
で
排
水
路
の
改
良
を

行
っ
て
い
ま
す
。

拡幅された河川（桧尻川）

市
は
、
交
通
渋
滞
や
混
雑
の

緩
和
、
安
全
性
の
向
上
、
地
域

の
活
性
化
、
防
災
機
能
の
強
化

な
ど
を
目
的
に
、
市
内
各
所
で

道
路
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
は
、
市
道
松
下

20
号
線
（
二
見
町
松
下
）
の
道

路
新
設
、
市
道
大
湊
川
線（
大
湊

町
）
の
橋
梁
の
橋
台
工
事
、
市

道
小
俣
20
号
線
（
小
俣
町
明
野
）

の
道
路
拡
幅
、
市
道
高
向
41
号

線
（
御
薗
町
高
向
）
の
道
路
拡

幅
の
た
め
の
用
地
買
収
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
防
衛
施
設
周
辺
地
域

で
は
、
航
空
機
事
故
発
生
時
な

ど
の
消
防
救
難
活
動
の
円
滑
化

を
図
る
た
め
、
市
道
柏
東
大
淀

線（
東
大
淀
町
）で
道
路
拡
幅
を

行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
市
計
画
道
路
の

日
赤
神
田
線
に
つ
い
て
、
平
成

13
年
度
か
ら
一
之
木
４
丁
目
・

大
世
古
４
丁
目
を
、
平
成
17
年

度
か
ら
御
薗
町
高
向
を
、
街
路

事
業
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
市
内
各
所
で
生
活

道
路
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

通
行
止
め
・
振
動
・
騒
音
な

ど
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
道
路
整
備
を
進
め
る

に
は
、
用
地
買
収
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

市道松下20号線市道小俣20号線

施工中の道路工事

◆

排
水
路

道
路
の
整
備
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安全・快適・便利なまちを目指して 伊勢市の都市基盤整備 安全・快適・便利なまちを目指して 安全・快適・便利なまちを目指して 安全・快適・便利なまちを目指して 伊勢市の都市基盤整備 伊勢市の都市基盤整備 
市では、皆さんが、安全で快適に生活できるよう、都市基盤施設（道路や公園など）の整備や管理を行っ

ています。

これらの施設は、皆さんにとって、身近で欠かせないものであり、また、皆さんとともに考え、つくり、

管理していくものです。

より良い都市空間を築くために、ご理解とご協力をお願いします。

◆

道
路
工
事
情
報
を

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
掲
載

12
月
か
ら
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http

:/
/
w
w
w
.city
.ise.

m
ie.jp

）に
、
道
路
工
事
の
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

内
容
は
、
市
が
発
注
し
て
い

る
大
規
模
な
道
路
工
事
の
施
工

個
所
・
工
事
名
・
施
工
期
間
・

交
通
規
制
の
内
容
な
ど
で
す
。

ま
た
、
詳
し
い
位
置
図
も
確

認
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

住
宅
の
新
築
・
改
築
な
ど
に

伴
っ
て
、
道
路
に
水
道
管
や
排

水
管
を
埋
設
し
た
り
、
乗
り
入

れ
口
を
作
る
た
め
に
、
道
路
側

溝
や
歩
道
な
ど
を
加
工
し
た
り

す
る
場
合
は
、
維
持
課
と
事
前

に
協
議
し
、
道
路
占
用
許
可
申

請
・
道
路
工
事
施
行
承
認
申
請

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

乗
り
入
れ
口
に
は
、制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
排
水
（
汚
水
・
雨
水
）

の
放
流
先
に
つ
い
て
は
、
よ
く

調
査
し
、
関
係
者
（
自
治
会
・

農
家
組
合
・
排
水
路
管
理
者
な

ど
）
と
十
分
協
議
し
て
、
ト
ラ

ブ
ル
が
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

さ
ら
に
、
田
畑
な
ど
を
埋
め

て
、
道
路
と
同
じ
高
さ
、
ま
た

は
、
そ
れ
以
上
の
高
さ
に
す
る

場
合
は
、
維
持
課
と
事
前
に
協

議
し
、
道
路
に
直
接
土
砂
や
雨

水
が
流
れ
出
な
い
よ
う
、
排
水

対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
高

齢
者
・
障
が
い
者
を
は
じ
め
、

す
べ
て
の
人
に
優
し
い
「
快
適

な
遊
び
・
憩
い
の
場
と
な
る
公

園
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆

道
路
の
管
理

こ
の
た
め
、市
は
、バ
リ
ア
フ

リ
ー
公
園
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

既
設
の
都
市
計
画
公
園
に
つ
い

て
、
利
用
す
る
と
き
の
障
が
い

と
な
っ
て
い
る
出
入
り
口
の
段

差
解
消
、
園
路
の
新
設
、
誰
も

が
憩
え
る
ベ
ン
チ
な
ど
休
憩
施

設
の
設
置
、
子
ど
も
連
れ
や
車

い
す
の
人
も
利
用
し
や
す
い
便

所
へ
の
改
修
な
ど
を
行
い
、
公

園
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

（
す
べ
て
の
人
が
利
用
で
き
る

設
計
）
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、清
之
井
公
園（
常

磐
１
丁
目
）・
有
緝
公
園（
船
江

２
丁
目
）・
宮
後
公
園（
宮
後
２
丁

目
）・
奥
新
町
公
園（
曽
祢
２
丁

目
）の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
防
衛
施
設
周
辺
地
域

の
緊
急
避
難
地
対
策
と
し
て
整

備
中
の
う
え
や
ま
公
園
（
植
山

町
）
は
、
敷
地
面
積
１
６
２
８

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
園
内
に
は
、

東
屋

あ

ず

ま

や

・
園
路
・
ベ
ン
チ
・
遊
具
・

さ
ま
ざ
ま
な
植
栽
な
ど
を
配
置

し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
公
園
の
施
設
は
、

公
園
整
備
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地
域
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の

で
す
。

完成した清之井公園

市
で
は
、
花
の
あ
る
美
し

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

お
り
、
市
内
の
道
路
や
公
園

な
ど
の
公
共
施
設
に
植
え
る

花
の
苗
な
ど
の
補
助
も
行
っ

て
い
ま
す
。

花
は
生
き
物
で
、
日
常
の

管
理
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
よ
り
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

花
の
あ
る
美
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
、ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

公
園
の
整
備

工事個所 

道路工事情報イメージ

皆
さ
ん
の

住
ん
で
い
る
地
域
を

花
で
飾
り
ま
せ
ん
か
？
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市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
公
園

が
あ
り
ま
す
が
、
皆
さ
ん
は
普

段
ど
の
よ
う
に
利
用
し
て
い
ま

す
か
。

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
遊
べ

る
場
で
も
あ
り
ま
す
が
、
散
歩

や
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
多
く
の
楽
し

み
方
が
あ
り
ま
す
。

市
内
に
あ
る
大
き
な
公
園
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
か
ら
見

て
、
伊
勢
二
見
鳥
羽
ラ
イ
ン
を

隔
て
た
場
所
に
あ
る
公
園
で
す
。

公
園
内
に
は
、
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
場
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や

大
型
の
複
合
遊
具
が
あ
り
、
休

日
に
は
子
ど
も
連
れ
の
家
族
や

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
12
年
か
ら
公
園

内
に
冬
桜
を
植
え
て
お
り
、
11

月
〜
２
月
頃
に
な
る
と
、
き
れ

い
な
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。県

営
大
仏
山
公
園
に
隣
接
し

た
場
所
に
あ
り
、
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
や
自
然
の
山
が
公
園
と

し
て
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ス
ポ

ー
ツ
を
楽
し
む
人
や
散
歩
を
す

る
人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

展
望
台
か
ら
は
素
晴
ら
し
い

景
色
を
望
む
こ
と
が
で
き
、
自

然
の
中
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

宮
川
の
河
口
部
に
位
置
す
る

公
園
で
、
芝
生
広
場
や
多
目
的

グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
が
整
備
さ
れ
、

木
製
遊
具
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施

設
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
２
年
度
に
、
現
在
の
国

土
交
通
省
か
ら
、
全
国
に
先
駆

け
て
「
ラ
ブ
リ
バ
ー
制
度
」
の

認
定
を
受
け
て
整
備
さ
れ
た
も

の
で
す
。

平
成
８
年
度
に
は
「
桜
づ
つ

み
事
業
」
の
認
定
も
受
け
、
堤

防
敷
に
約
90
本
の
桜
を
植
え
、

休
憩
所
な
ど
の
整
備
も
行
い
ま

し
た
。

休
日
に
な
る
と
、
子
ど
も
連

れ
の
家
族
や
グ
ル
ー
プ
な
ど
多

く
の
市
民
が
訪
れ
る
憩
い
の
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
に
含
ま

れ
、
平
成
18
年
７
月
に
は
国
の

名
勝
指
定
を
受
け
た
二
見
浦
の

中
心
部
に
位
置
す
る
公
園
で
す
。

公
園
内
に
は
多
く
の
松
が
植

え
ら
れ
、
風
光
明
媚
な
二
見
浦

海
岸
の
情
景
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
、
晴
れ
た
日
に
は
、
知
多

半
島
・
渥
美
半
島
を
見
渡
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
近
く
に
は
夫
婦
岩
・

二
見
興
玉
神
社
・
賓
日
館
・
二

見
浦
海
水
浴
場
な
ど
、
歴
史
あ

る
観
光
名
所
が
あ
り
、
旅
館
街

に
面
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的

特
性
か
ら
、
観
光
に
訪
れ
た
人
々

も
利
用
す
る
公
園
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ペ
ッ
ト
を
飼
育
し
て
い
る
家

庭
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
散
歩
を
す
る

際
、
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
を
道
路
上

や
公
園
な
ど
に
放
置
し
て
い
る

事
例
が
見
受
け
ら
れ
、
付
近
の

住
民
や
施
設
の
管
理
者
は
大
変

迷
惑
し
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
も
家
族
の
一
員
で
す
。

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
外
出
す
る
と

き
は
、
愛
情
と
責
任
を
持
ち
、

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
っ
て

処
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

公
共
施
設
を
最
良
の
状
態
で

利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

皆
さ
ん
が
施
設
を
大
切
に
利

用
す
る
こ
と
で
、
維
持
管
理
費

を
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
も
、
公
共
施
設
を
利
用

す
る
際
は
、
大
切
に
利
用
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
は

き
ち
ん
と
処
理
を

み
ん
な
の
施
設
を

大
切
に

公
園
に
出
掛
け
よ
う
！

市営大仏山公園

宮川ラブリバー公園

二見浦公園

朝熊山麓公園

ふ

う

こ

う

め

い

び
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市
で
は
、
市
町
村
合
併
後
、

組
織
と
業
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
組
織
の
再
編
を
行
い
、

各
総
合
支
所
の
業
務
を
移
管
し

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
今
回
、

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課
の
業

務
を
移
管
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
組
織
の
再
編
に

伴
い
、
各
総
合
支
所
庁
舎
の
有

効
利
用
を
図
る
た
め
、
次
の
と

お
り
、
組
織
の
一
部
を
移
転
し

ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
開
設
す
る
産

業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
朝
熊
町
）

が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う
、
関

連
業
務
の
担
当
課
を
同
セ
ン
タ

ー
に
集
約
し
ま
す
。

移
転
日

３
月
24
日
（月）
か
ら

移
転
先

二
見
総
合
支
所
、
２
・

３
階

※
水
道
の
開
閉
栓
の
手
続
き
や

料
金
の
受
領
な
ど
の
業
務
は
、

上
下
水
道
部
窓
口
（
市
役
所
本

館
・
１
階
に
設
置
）
お
よ
び
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
で
取
り

扱
い
ま
す
。

移
転
日

３
月
24
日
（月）
か
ら

移
転
先

御
薗
総
合
支
所
・
１
階

４
月
１
日
（火）
か
ら
、
各
総
合

支
所
産
業
建
設
課
が
行
っ
て
い

た
業
務
を
、
産
業
部
・
農
業
委

員
会
事
務
局
・
都
市
整
備
部
へ

移
管
し
ま
す
。

な
お
、
産
業
建
設
課
が
行
っ

て
い
た
道
路
・
側
溝
の
修
繕
の

要
望
、
水
道
の
開
閉
栓
の
手
続

き
や
料
金
の
受
領
な
ど
の
業
務

は
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

で
取
り
扱
い
ま
す
。

移
転
日

３
月
24
日
（月）
か
ら

移
転
先

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

※
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室

は
、
４
月
１
日
（火）
か
ら
、
産
業

支
援
課
と
な
り
ま
す
。

総
務
課
市
史
編
さ
ん
係
は
、

休
園
中
の
早
修
幼
稚
園
に
移
転

し
ま
し
た
。

市の組織を 市の組織を 市の組織を 

一部移転します 一部移転します 一部移転します 
合併調整室（1@15538）
職員課　　（1@15505）

二
見
総
合
支
所
へ
移
転

上
下
水
道
部

業
務
を
移
管

各
総
合
支
所
産
業
建
設
課

$21504 

$21505 

$21501 

$21503 

$21509 

$21508 

$21512 

$21530 

$21532 

$21536 

$21526 

$21538 

^35677 

@20372 

@20370 

@20374 

@20367 

@20273 

@20272 

@20235 

@20236 

@20241 

@20261 

@15575

庶務係 

経理係 

上下水道料金係 

下水道負担金係 

給水係 

建設係 

維持係 

下水道第一係 

下水道第二係 

雨水施設整備係 

施設維持係 

排水設備係 

 

 

管理係 

農林係 

耕地係 

　　　　　  

農地係 

振興係 

上下水道総務課
 

 

 
料金課 

 

上水道課 

 

 

下水道建設課 

 

下水道施設管理課
 

 

産業支援センター準備室 

企業誘致課 

 

農林課 

 

水産課 

 

 

（代表） 

地域振興課 

生活環境課 

福祉健康課 

 

 

 

 

 

 

上下水道部 

 

 

 

 

 

 

 

産業部 
 

 

 

農業委員会事務局 

 

 

御薗総合支所 

 

 
総務部総務課市史編さん係 

所属名 電話番号 

※上下水道部・産業部・農業委員会事務局・御薗総合支所については、 

　３月24日以降の適用となります。 

電話番号表 

御
薗
総
合
支
所
へ
移
転

農
林
課
・
水
産
課
・

農
業
委
員
会
事
務
局

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
移
転

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室
・

企
業
誘
致
課

早
修
幼
稚
園
へ
移
転

総
務
課
市
史
編
さ
ん
係



タスキでつなぐ伊勢の想い タスキでつなぐ伊勢の想い 
う  ま 

タスキでつなぐ伊勢の想い 

美し国三重 市町対抗駅伝 美し国三重 市町対抗駅伝 美し国三重 市町対抗駅伝 
う  ま 

平成20年３月号 6

県
内
の
市
町
数
は
、
市
町
村

合
併
に
よ
り
、
29
市
町
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
各
市
町

間
の
連
携
が
ま
す
ま
す
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
各
市
町
間

の
交
流
や
一
体
化
の
促
進
に
よ

り
市
町
の
振
興
を
図
り
、
ス
ポ

ー
ツ
に
対
す
る
県
民
の
意
識
を

高
め
る
た
め
、
29
市
町
対
抗
駅

伝
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

伊
勢
市
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、

沿
道
か
ら
声
援
を
送
り
、
伊
勢

市
選
手
団
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ

う
！

と
き

３
月
16
日
（日）
、
午
前
９

時
ス
タ
ー
ト
（
雨
天
決
行
）

※
「
広
報
い
せ
」
３
月
号
と
同

時
配
布
し
た
チ
ラ
シ
、
「
県
政

だ
よ
り
み
え
」
３
月
号
に
も
関

連
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（敬称略）

生涯学習・スポーツ課（1@27886）

伊勢市選手団の皆さん 

久保倉実里 

松葉　大和 

尾西　美咲 

山口　直人 

山田　侑矢 

井上　翔太 

森田菜津紀 

寺田　菜美 

畑　沙也加 

高林　祐介 

向井　孝治（伊勢度会陸上競技協会副会長）  監督のコメント 

藤原　清史（伊勢市体育指導員連絡協議会長） 

柿本　和男（南勢陸上クラブ） 

岡田　　巧（南勢陸上クラブ） 

中瀬　一仁（南勢陸上クラブ） 

立花　　充（佐八陸上クラブ） 

（中島小６年・12歳） 

（進修小６年・12歳） 

（積水化学・23歳） 

（明野航空学校・43歳） 

（宮川中３年・14歳） 

（上野工業高３年・18歳） 

（宇治山田商業高１年・16歳） 

（宮川中２年・14歳） 

（宇治山田商業高３年・18歳） 

（駒澤大２回生・20歳） 

 

1.28㎞ 
小学生女子 
1.85㎞ 

小学生男子 
3.76㎞ 

20歳以上女子 
5.65㎞ 

40歳以上男子 
4.60㎞ 

中学生男子 
6.36㎞ 

ジュニア男子 
2.89㎞ 
一般女子 
3.43㎞ 

中学生女子 
5.95㎞ 

ジュニア女子 
6.425㎞ 

20歳以上男子 

第１区 

第２区 

第３区 

第４区 

第５区 

第６区 

第７区 

第８区 

第９区 

第10区 

監督 

コーチ 

支援コーチ 

坂口　　茅 

中村　　誉 

藤原由佳里 

黒　　宏志 

中川　　瞭 

柿本　崇志 

津田　　環 

出口和佳奈 

大辺　趣里 

森　　　正 

（城田小６年・12歳） 

（北浜小６年・12歳） 

（健康インストラクター・44歳） 

（陸上自衛隊・47歳） 

（城田中３年・15歳） 

（上野工業高２年・17歳） 

（宮川中２年・14歳） 

（倉田山中２年・14歳） 

（宇治山田商業高２年・16歳） 

（宮川医療少年院職員・34歳） 

　三重県で初めて行われる記念すべき

大会に、全国各地で活躍する伊勢市出

身の優秀な選手がそろいました。各選

手が、力通りの実力を出すことができ

れば、十分に優勝できると思っていま

す。ゴール地である地元伊勢で第１回

目の優勝を目指して頑張ります。 



スタート 

矢田カップ店前 

営 営 

ゴール 
16

久居 

コ
ー
ス  

選
手
の
紹
介 

三雲中道店前 

JA松阪くしだ支店前 

中日新聞川井販売店前 中日新聞川井販売店前 

第1区 久保倉 実里 
（中島小6年・12歳） 

1.28km
小学生女子 

成績 

コメント 

佐八陸上クラブ所属 
伊勢市小学生選考会1500メートル優勝 

自分の力を出し切って、一秒で
も速くタスキをつなぎます。 

第2区 松葉　大和 
（進修小6年・12歳） 

1.85km
小学生男子 

成績 

コメント 

南勢陸上クラブ所属 
伊勢市小学生選考会2000メートル優勝 

すごい選手たちと同じチームで走
れることがとても楽しみです。 

第3区 尾西　美咲 
（積水化学・23歳） 

3.76km
20歳以上女子 

成績 

コメント 

セイコースーパー陸上1500メートル5位
都道府県駅伝代表 

伊勢市代表として、一生懸命走り
ます。 

第4区 山口　直人 
（明野航空学校・43歳） 

5.65km
40歳以上男子 

成績 

コメント 

スポレクマスターズ三重 
5000メートル優勝 

チームに貢献できるように頑張っ
て走ります。 

第7区 森田 菜津紀 
（宇治山田商業高1年・16歳） 

2.89km
一般女子 

成績 

コメント 

三重県高校新人大会 
800メートル優勝 

伊勢市代表として、元気良く駆け
抜けていきます。 

第9区 畑　沙也加 
（宇治山田商業高3年・18歳） 

5.95km
ジュニア女子 

成績 

コメント 

東海選手権5000メートル3位 
都道府県駅伝代表 

初の市町駅伝なので、伊勢市のため
に貢献出来るように頑張ります。 

第5区 山田　侑矢 
宮川中3年・14歳 

4.60km
中学生男子 

成績 

コメント 

県中学陸上競技大会3000メートル優勝
都道府県駅伝代表 

全国駅伝で応援してくださった伊
勢市のために精一杯走ります。 

第6区 井上　翔太 
（上野工業高3年・18歳） 

6.36km
ジュニア男子 

成績 

コメント 

三重県高校総体5000メートル優勝
都道府県駅伝代表 

市代表として自覚と責任を持ち、
心のタスキリレーをしたいです。 

第8区 寺田　菜美 
（宮川中2年・14歳） 

3.43km
中学生女子 

成績 

コメント 

伊勢度会地区中学校駅伝大会
区間賞（１区） 

記念すべき大会に出場できて大変
光栄です。一生懸命頑張ります。 

第10区 高林　祐介 
（駒澤大2回生・20歳） 

6.425km
20歳以上男子 

成績 

コメント 

全日本大学駅伝区間賞(5区) 
箱根駅伝総合優勝 

代表選手として、伊勢市の名に恥
じないよう精一杯頑張ります。 

※通過・到着時間はすべて予定です。 

県庁前（津市）～県営総合競技場（伊勢市） 

7 平成20年３月号
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に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
部
屋
に
あ

る
機
器
は
、
市
内
で
地
域
産
業

の
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
を
行

っ
て
い
る
人
や
、
そ
の
よ
う
な

事
業
を
行
お
う
と
し
て
い
る
人

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
セ
ン
タ
ー
の
機
器
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

食
品
中
に
含
ま
れ
る
異
物
や

添
加
物
な
ど
の
分
析
、
電
気
製

品
の
品
質
検
査
、
金
属
材
料
の

組
成
分
析
な
ど
が
で
き
る
機
器

を
設
置
し
、
地
域
の
製
造
業
者

の
も
の
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

◆
目
的

市
内
に
は
、
海
産
物
や
土
産

物
な
ど
の
食
料
品
製
造
事
業
所

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
食
の

安
全
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り

や
、
付
加
価
値
の
高
い
食
品
開

発
の
流
れ
を
受
け
、
食
品
の
安

全
性
の
検
証
や
、
原
材
料
の
分

析
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
電
気
関
連
の
製
造
事

業
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
製
造

物
責
任
法
（
Ｐ
Ｌ
法
）
の
施
行

後
、
製
品
の
品
質
管
理
の
重
要

性
が
高
ま
り
、
電
気
・
電
子
機

器
に
含
ま
れ
る
重
金
属
の
分
析

や
、
試
作
品
の
検
証
な
ど
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
小
企
業
が
個
々

に
機
器
を
所
有
す
る
た
め
に
は

経
費
が
掛
か
る
の
で
、
こ
の
よ

う
な
地
域
企
業
の
特
徴
に
応
じ

た
機
器
を
設
置
し
、
共
同
利
用

を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

◆
期
待
で
き
る
効
果

伊
勢
市
は
、
多
く
の
観
光
客

が
訪
れ
、
ま
た
豊
富
な
海
産
物

や
農
産
物
に
恵
ま
れ
て
い
る
た

め
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
新

た
な
土
産
物
な
ど
は
、
地
域
ブ

ラ
ン
ド
と
し
て
情
報
発
信
を
し

や
す
く
、
新
た
な
地
域
産
業
の

創
出
が
期
待
で
き
ま
す
。

◆
設
置
機
器

蛍
光
エ
ッ
ク
ス
線
分
析
装
置
、

ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
、
原
子

吸
光
分
析
装
置
、
分
光
光
度
計
、

イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
、
オ
ー
ト
ク

レ
ー
ブ
、
乾
燥
機
、
恒
温
恒
湿

器
、
デ
ジ
タ
ル
ワ
ッ
ト
メ
ー
タ

ー
、
絶
縁
耐
圧
試
験
機
、
デ
ジ

タ
ル
温
度
計
、
マ
ッ
フ
ル
炉
、

フ
ァ
ン
オ
ー
ブ
ン

地
域
産
業
の
振
興
を
図
る
た

め
の
拠
点
施
設
と
な
る
「
伊
勢

市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
、

４
月
１
日
に
開
設
し
ま
す
。

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

起
業
家
の
支
援
、
企
業
間
連
携

の
た
め
の
情
報
発
信
、
企
業
の

も
の
づ
く
り
支
援
、
企
業
立
地

の
促
進
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
企
業
の
集
積
、
雇
用
の
確

保
・
創
出
を
図
り
、
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。（「
広

報
い
せ
」
１
月
号
参
照
）

今
月
号
で
は
、
企
業
の
も
の

づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
に
設

置
す
る
試
験
室
（
製
品
や
材
料

の
検
査
・
試
験
が
で
き
る
部
屋
）

と
作
業
実
習
室
（
木
材
を
加
工

し
木
製
品
を
製
造
で
き
る
部
屋
）

伊
勢
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

伊
勢
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
 

４
月
１
日
オ
ー

４
月
１
日
オ
ー
プ
ン
！

プ
ン
！
 

伊
勢
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

４
月
１
日
オ
ー
プ
ン
！
 

開
放
試
験
室

開
放
試
験
室
 

（
通
称

（
通
称「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」

「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」） 

開
放
試
験
室
 

（
通
称「
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
」）

至　松阪 

至　内宮 

至
　津
・
関 

至
　伊
勢
市
街 

至
　鳥
羽 

至
　鳥
羽 

光の街 
伊勢 
総合病院 

県営サンアリーナ 県営サンアリーナ 

伊勢市産業 
支援センター 

42

23

所在地 朝熊町4383番地469

電　話 3̂5677

ＦＡＸ @28851

床面積 本　棟 868.35㎡

実習棟 307.84㎡

施 設 の 概 要

産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
準
備
室

３
月
21
日(

金)

ま
で
（
1
@1
５
５
６
９
）

３
月
24
日(

月)

か
ら
（
1
^3
５
６
７
７
）

分光光度計



伊勢地域の伝統工芸品
●県指定伝統工芸品：

伊勢春慶
しゅんけい

、伊勢の根付
ね つ け

、伊勢一刀彫
い っ と う ぼ

り、

伊勢紙、伊勢の提灯
ちょうちん

、伊勢玩具（刳物
くりも の

、

練物
ねりも の

）、浅沓
あさぐ つ

、伊勢の神殿

●すでに消滅したもの：番傘、団扇
う ち わ

、伊勢鎌

●そのほか：矢箸
や ば し

な
ど
が
受
け
継
が
れ
、
優
れ
た

伝
統
工
芸
品
・
民
芸
品
・
郷
土

玩
具
な
ど
が
製
造
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
時
代
の
変
遷
と
と

も
に
衰
退
し
、
途
絶
え
て
し
ま

う
恐
れ
が
あ
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。こ

れ
ら
の
伝
統
工
芸
品
な
ど

の
維
持
・
保
存
を
図
る
こ
と

は
、
地
域
に
と
っ
て
大
変
重
要

な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
セ
ン
タ

ー
を
活
用
し
て
適
切
な
対
策
を

講
じ
る
こ
と
と
し
ま
す
。

◆
設
置
機
器

帯
鋸
盤

お

び

の

こ

ば

ん

、
自
動
一
面
鉋
盤

か
ん
な
ば
ん

、

横
切
り
機
、
手
押
鉋
盤
、
万
能

丸
鋸
盤

ま

る

の

こ

ば

ん

、
卓
上
ボ
ー
ル
盤
、
糸い

と

鋸の

こ

、
木
工
旋
盤

せ

ん

ば

ん

、
木
口
切
、
ベ

ル
ト
サ
ン
ダ
ー
、
バ
フ
、
エ
ア

プ
ラ
ズ
マ
切
断
・
溶
接
機
、
グ

ラ
イ
ン
ダ
ー

◆
設
置
機
器

万
能
試
験
機
、
弾
性
率
測
定

器
、
Ｘ
│

Ｙ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
衝

撃
試
験
機
、
恒
温
乾
燥
器
、
厚

さ
計
、
水
分
計
、
天
秤

て

ん

び

ん

一
連
の
木
材
加
工
が
で
き
る

機
器
を
設
置
し
、
実
習
室
・
漆

芸
室
で
開
催
す
る
講
座
の
一
環

と
し
て
木
地

き

じ

作
り
を
し
た
り
、

木
製
品
製
造
の
技
術
講
習
会
で

使
用
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

伝
統
技
法
の
保
存
や
木
製
品
製

造
技
術
の
継
承
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に

支
障
が
な
い
範
囲
で
、
講
座
卒

業
生
や
木
製
品
製
造
業
者
な
ど

が
機
器
を
使
用
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。

◆
目
的

伊
勢
地
域
で
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
伝
統
的
な
技
術
・
技
法

近
年
、
検
査
を
請
け
負
う
業

者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

公
設
試
験
機
関
と
し
て
、
そ
の

役
割
を
担
う
こ
と
と
し
ま
す
。

◆
期
待
で
き
る
効
果

小
型
船
舶
の
製
造
・
販
売
の

国
内
最
大
手
で
あ
る
ヤ
マ
ハ
発

動
機
（株）
は
、
５
年
前
か
ら
上
級

艇
･
オ
ー
ダ
ー
艇
の
製
造
拠
点

を
伊
勢
市
に
集
約
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
（株）
が
、

市
内
で
高
級
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
（
レ
ジ
ャ
ー
用
の
船
）
の
建

造
を
始
め
、
工
場
を
フ
ル
稼
働

さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
の
地
域
に
造
船

関
連
の
技
術
を
持
っ
た
企
業
が

多
く
立
地
し
、
そ
の
技
術
力
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
た
め
で

す
。こ

の
よ
う
に
、
大
手
企
業
が

市
内
に
製
造
拠
点
を
置
い
て
お

り
、
波
及
効
果
の
高
い
造
船
関

連
企
業
の
さ
ら
な
る
集
積
が
期

待
で
き
ま
す
。

万
能
試
験
機
や
衝
撃
試
験
機

な
ど
、
製
品
・
材
料
の
強
度
測

定
や
塗
装
製
品
の
品
質
検
査
な

ど
が
で
き
る
機
器
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
市
が
、
公
設
試
験
機

関
（
市
町
が
設
置
す
る
も
の
と

し
て
は
県
内
唯
一
）
と
し
て
、

企
業
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
製

品
・
材
料
の
強
度
試
験
を
行
い
、

証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
の
業
務
に

支
障
が
な
い
範
囲
で
、
企
業
な

ど
が
機
器
を
使
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
。

◆
目
的

伊
勢
志
摩
地
域
は
、
古
く
か

ら
造
船
業
が
盛
ん
で
、
国
内
の

Ｆ
Ｒ
Ｐ
（
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

造
船
業
界
の
先
頭
に
立
っ
て
き

た
経
緯
が
あ
り
、
今
も
多
く
の

関
連
企
業
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
法
令
に
よ
り
、
長
さ

12
メ
ー
ト
ル
以
上
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
製

の
新
造
船
は
、
公
的
機
関
な
ど

の
検
査
を
受
け
た
試
験
機
に
よ

る
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

9 平成20年３月号

材
料
試
験
室

材
料
試
験
室
 

材
料
試
験
室
 

作
業
実
習
室

作
業
実
習
室
 

作
業
実
習
室
 

万能試験機

手押鉋盤

伊勢春慶 伊勢の根付 伊勢紙

伊勢の提灯 伊勢玩具 浅沓



平成20年３月号 10

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、

現
行
の
老
人
保
健
医
療
制
度
と

同
様
の
給
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
医
療
費
の
負
担
割
合

病
気
や
け
が
な
ど
で
医
療
機

関
な
ど
に
か
か
る
と
き
、
被
保

険
者
証
を
提
示
す
る
と
、
窓
口

で
支
払
う
医
療
費
の
自
己
負
担

割
合
は
１
割
（
現
役
並
み
所
得

者
は
３
割
）
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
訪
問
看
護
を
受
け
る

と
き
も
、
自
己
負
担
割
合
は
１

割
（
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割
）

に
な
り
ま
す
。

◆
医
療
の
給
付

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
受

け
ら
れ
る
主
な
医
療
の
給
付
は

下
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
葬
祭
費

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
、

葬
祭
を
行
っ
た
人
は
、申
請
を
す

れ
ば
５
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

◆
保
健
事
業

被
保
険
者
の
健
康
の
保
持
・

増
進
の
た
め
、
健
康
診
査
を
行

い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
３
月
下
旬
に
送

付
す
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
証
と
同
封
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

次
の
と
お
り
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
出
前
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

と
き

３
月
19
日
（水）
、
午
後
２

時
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ

の
・
多
目
的
ホ
ー
ル

４
月
１
日
か
ら
、
広
域
連
合
が
運
営
主
体
と
な
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

「
広
報
い
せ
」
２
月
号
に
引
き
続
き
、
今
月
号
で
は
、
医
療
の
給
付

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

三重県後期高齢者医療広域連合（1津059・221・6883）

医療保険課（1@15552）

医 療 制 度後 期 高 齢 者 医 療 制 度  医 療 制 度  

受
け
ら
れ
る

医
療
の
給
付
な
ど

出
前
講
座
を
開
催

後期高齢者医療制度で受けられる主な医療の給付

１カ月に支払った医療費が高
額になったとき 

申請をすれば、自己負担限度額を超えた金額が払い戻されます。すでに老人
保健医療制度で申請をしたことがある人は、申請の手続きは不要です。 

一般病床に入院したときの食
事代 

食事代（１食あたり）は、定められた額を自己負担します。 

療養病床に入院したときの食
費など 食費（1食あたり）と居住費は、定められた額を自己負担します。 

特定疾病の治療を受けるとき 
医療機関の窓口で｢後期高齢者医療特定疾病療養受療証｣を提示すれば、毎
月の自己負担額が1万円までとなります。 

交通事故など第三者の行為に
よってけがをしたとき 

届け出により後期高齢者医療制度で治療を受けることができます。 

医療費を全額支払ったとき 
急病などで被保険者証を持たずに診療を受け医療費を全額支払ったときや、
コルセットなどの補装具代がかかったときなどは、申請して認められると、
支払った費用の一部が払い戻されます。 

医療費と介護保険サービス費
の自己負担額を合算した額が
高額になったとき 
（高額医療・高額介護合算制度） 

同じ世帯内で1年間（8月1日～翌年7月31日）にかかった医療費と介護保険
サービスの自己負担額を合算した額が、自己負担限度額を超えたときは、
申請して認められると、超えた額が払い戻されます。 
これは、平成20年4月から新たに始まる制度です。 



11 平成20年３月号

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
開

始
に
伴
い
、
老
人
保
健
医
療
受

給
者
証
は
、
４
月
以
降
は
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

現
在
、
受
給
者
証
を
持
っ
て

い
る
人
は
、
４
月
以
降
に
医
療

保
険
課
へ
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

（
３
月
中
に
送
付
す
る
通
知
を

ご
覧
く
だ
さ
い
）

新
し
い
被
保
険
者
証
は

３
月
下
旬
に
送
付

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
人
に
は
、
３
月
下
旬
に
、

広
域
連
合
か
ら
被
保
険
者
証
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

健
康
保
険
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
す
る
人

●

昭
和
８
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人

●

昭
和
８
年
４
月
２
日
〜
昭
和

18
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
現
在
、
老
人
保
健
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人

現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
の
資
格
を
喪
失
し
ま
す
の

で
、
各
健
康
保
険
の
担
当
者
へ

問
い
合
わ
せ
、
必
要
な
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
（
伊
勢
市

の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
で
、
昭
和
８
年
４
月
２

日
〜
昭
和
18
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
は
、
４
月
１
日
以
降
に
、

医
療
保
険
課
へ
資
格
喪
失
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

※
健
康
保
険
（
伊
勢
市
の
国
民

健
康
保
険
を
除
く
）
の
加
入
者

本
人
が
資
格
を
喪
失
す
る
と
、

被
扶
養
者
も
資
格
を
喪
失
す
る

た
め
、
国
民
健
康
保
険
な
ど
ほ

か
の
保
険
へ
の
加
入
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
な
い
人

●

昭
和
８
年
４
月
２
日
〜
昭
和

18
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

で
、
現
在
、
老
人
保
健
医
療
制

度
に
加
入
し
て
い
る
が
、
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
な

い
旨
の
撤
回
申
出
書
を
提
出
し

た
人現

在
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険
の
資
格
は
継
続
し
ま
す
の

で
、
各
健
康
保
険
の
担
当
者
へ
、

現
行
の
健
康
保
険
を
継
続
す
る

こ
と
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
伊
勢
市
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
は
、
手
続
き

は
不
要
で
す
）

※
福
祉
医
療
費
を
受
給
し
て
い

る
人
に
は
、
３
月
中
に
福
祉
医

療
費
の
変
更
の
通
知
を
送
付
し

ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
三
重
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http

:/
/
w
w
w
.7
5
iryo
.b
iz-

w
e
b
.jp
/

）
に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、
年

金
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
と
、

納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
（
普
通
徴
収
）
が
あ
り

ま
す
。（「
広
報
い
せ
」
２
月
号
・

５
ペ
ー
ジ
参
照
）

特
別
徴
収
と
な
る
人
に
は
４

月
上
旬
に
、
普
通
徴
収
と
な
る

人
に
は
７
月
中
に
、
保
険
料
額

を
通
知
し
ま
す
。

後 期 高 齢 者後 期 高 齢 者 医 療 制 度  後 期 高 齢 者

老
人
保
健
医
療
受
給
者
証
は

使
え
な
く
な
り
ま
す

保
険
料
額
の
通
知

お詫びと訂正

「広報いせ」２月号の５ページに掲載しました保険料の

算定方法について、次のとおり誤りがありましたので、お

詫びして訂正します。

所得割額＝（基礎控除後の総所得金額など－基礎控除

額〔33万円〕）×所得割率

所得割額＝（総所得金額等－基礎控除額〔33万円〕）×所

得割率

誤

正



１１１１１１１２７14
・
15

2829４
〜

281722
〜
24

１１１２７
〜

７
〜
13

21
〜
29

21１５18

保
育
所
お
よ
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
ら
館
」
を
開
設

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
お
か
げ
バ
ス
」
を
運
行
開
始

ガ
ラ
ス
類
・
陶
磁
器
類
の
分
別
回
収
を
開
始

男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
が
施
行

市
の
組
織
を
変
更

「
助
役
」
を
「
副
市
長
」
に
改
め
、「
収
入
役
」
を
廃
止

教
育
長
に
疋
田
勇
さ
ん
が
就
任

市
役
所
・
総
合
案
内
を
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
開
始

桜
祭
り
を
開
催

伊
勢
楽
市
を
開
催

ご
み
ゼ
ロ
早
朝
清
掃
を
実
施

伊
勢
志
摩
総
合
地
方
卸
売
市
場
で
市
場
ま
つ
り
を
開
催

第
二
次
お
木
曳
行
事
「
陸
曳
」
を
開
催

伊
勢
市
と
津
市
が
都
市
間
連
携
を
開
始

レ
ジ
袋
大
幅
削
減
・
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

CO2
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

旧
伊
勢
市
地
域
を
対
象
に
く
み
取
り
事
業
者
の
営
業
担
当
区
域
割
り
を
実
施

勢
田
川
七
夕
大
そ
う
じ
を
実
施

２
人
目
の
副
市
長
に
馬
場
　
靖
さ
ん
が
就
任

大
湊
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
開
設

二
見
七
夕
･
星
ま
つ
り
を
開
催

健
康
文
化
週
間
・
健
康
の
日
を
制
定
し
、
健
康
づ
く
り
事
業
を
実
施

第
二
次
お
木
曳
行
事
「
川
曳
」
を
開
催

第
二
次
お
木
曳
行
事
「
川
曳
」
を
皇
太
子
さ
ま
が
視
察

養
護
老
人
ホ
ー
ム
万
亀
会
館
を
社
会
福
祉
法
人
伊
勢
医
心
会
に
移
管

賓
日
館
が
有
料
入
館
者
数
10
万
人
を
達
成

お
ば
た
ま
つ
り
を
開
催

5月6月7月8月 4月

きらら館

コミュニティバス「おかげバス」
第二次お木曳行事「陸曳」

二見七夕・星まつり
第二次お木曳行事「川曳」

おばたまつり

6/38/31
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〜
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2122１
〜
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202121
〜

30
〜

１３
・
４

10
・
11

１２３31
〜

４121327３
〜

171624

第
55
回
伊
勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大
会
を
開
催

第
30
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ
が
伊
勢
市
で
開
催

市
内
の
大
手
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
す
べ
て
の
店
舗
で
レ
ジ
袋
有
料
化
を
開
始

障
が
い
者
体
育
祭
を
開
催

伊
勢
志
摩
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始

朝
熊
山
麓
公
園
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
を
供
用
開
始

伊
勢
お
お
ま
つ
り
を
開
催

御
薗
ラ
ブ
リ
バ
ー
ふ
れ
あ
い
祭
り
を
開
催

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
を
開
催

伊
勢
市
民
芸
能
祭
を
開
催

伊
勢
市
美
術
展
覧
会
を
開
催

伊
勢
市
民
功
労
賞
表
彰
式
を
開
催

第
１
回
地
場
産
業
展
を
開
催

伊
勢
楽
市
を
開
催

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
改
選

お
伊
勢
さ
ん
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開
催

市
議
会
議
長
に
池
田
ミ
チ
子
さ
ん
、
同
副
議
長
に
薮
谷
茂
さ
ん
が
就
任

パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
を
実
施

福
田
内
閣
総
理
大
臣
が
伊
勢
神
宮
参
拝
の
た
め
来
勢

消
防
出
初
め
式
を
開
催

新
成
人
の
つ
ど
い
を
開
催

二
見
ふ
れ
愛
マ
ラ
ソ
ン
を
開
催

お
ひ
な
さ
ま
め
ぐ
り
in
二
見
を
開
催

伊
勢
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催

美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
を
開
催
（
予
定
）

上
下
水
道
部
を
二
見
総
合
支
所
へ
、
農
林
課
・
水
産
課
・
農
業
委
員
会

事
務
局
を
御
薗
総
合
支
所
へ
移
転
（
予
定
）

9月10月11月12月1月2月3月

おひなさまめぐり in 二見

お伊勢さん健康
マラソン大会

御薗ラブリバーふれあい祭り

朝熊山麓公園フットボール場

伊勢おおまつり

レジ袋有料化の街頭啓発

3/313/9 1/6 12/811/4

13 平成20年３月号
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
三
重

み
な
み
子
ど
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
代
表
者
・
秋
山
則
子
）

所
在
地

岩
渕
２
丁
目
３
番
13
号

電
話

@8
５
６
９
２

フ
ァ
ク
ス

@8
５
６
７
９

利
用
料
金

１
時
間
あ
た
り
７

０
０
円
（
た
だ
し
午
前
７
時
30

分
〜
午
後
７
時
、
こ
れ
以
外
の

時
間
帯
は
１
時
間
あ
た
り
８
０

０
円
）

※
こ
の
ほ
か
、
お
や
つ
代
な
ど

の
実
費
が
別
途
必
要
で
す
。

会
員
登
録
（
無
料
）

依
頼
会
員

同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
で
随
時

登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象

市
内
に
在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
小
学
６
年

生
以
下
の
子
ど
も
の
保
護
者

持
ち
物

印
鑑
、
健
康
保
険
証

提
供
会
員

年
２
回
（
９
月
・
３
月
）
の

養
成
講
座
修
了
後
に
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

対
象

市
内
ま
た
は
近
隣
市
町

に
在
住
し
て
い
る
人
で
、
セ
ン

タ
ー
が
実
施
す
る
養
成
講
座

（
無
料
）
を
受
講
し
た
人

い
せ
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
支
援
や
地
域
で
の

子
育
て
支
援
の
た
め
に
、「
育
児

の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼

会
員
）」
と
「
育
児
の
援
助
を
し

た
い
人（
提
供
会
員
）」
で
つ
く

る
会
員
組
織
で
す
。

市
が
民
間
事
業
者
に
運
営
を

委
託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

１
月
末
現
在
、
４
０
７
人
が

会
員
に
登
録
（
依
頼
会
員
２
１

９
人
・
提
供
会
員
１
５
１
人
・

両
方
会
員
37
人
）
し
、
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
通
常
の

サ
ポ
ー
ト
活
動
だ
け
で
な
く
、

交
流
会
や
提
供
会
員
研
修
会
も

行
っ
て
お
り
、
会
員
同
士
の
触

れ
合
い
や
提
供
会
員
の
資
質
向

上
も
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

依
頼
会
員
は
、
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
セ

ン
タ
ー
事
務
局
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

平
成
20
年
度
〜
平
成
22
年
度

の
運
営
委
託
先
は
、
選
考
会
に

よ
り
、
下
記
の
団
体
に
決
定
し

ま
し
た
。

（援助を行う人） 

ファミリー・ 
サポート・センター 

子どもの迎えを 

お願いします 
③事前打ち合わせ 

④援助活動・ 

　報酬の受け渡し 

はい、 

分かりました 

はい、 

どなたか連絡 

してみましょう 

提供会員 

①援助を依頼 ①援助を依頼 ②紹介 ②紹介 

依頼会員 
（援助を受ける人） 

地域で子育てを応援！ 

いせファミリー・サポート・センター 

地域で子育てを応援！ 

いせファミリー・サポート・センター 

地域で子育てを応援！ 

いせファミリー・サポート・センター 
いせファミリー・サポート・センター事務局（1@85692）

こども課（1@15561）

ファミリー・サポート・センターのしくみ
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春
は
、
転
勤
や
就
職
・
進

学
な
ど
で
、
引
っ
越
し
が
多

い
時
季
で
す
。
住
所
が
変
わ

る
場
合
は
、
必
ず
届
け
出
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

正
当
な
理
由
も
な
く
届
け

出
を
し
な
か
っ
た
り
、
遅
れ

た
り
す
る
と
、
過
料
を
科
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
時
季
は
、
受

け
付
け
窓
口
が
混
雑
す
る
た

め
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
窓
口

戸
籍
住
民

課
・
各
総
合
支
所
生
活
環
境

課
・
各
支
所

受
け
付
け
時
間

平
日
・
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
戸
籍
住
民
課
の
み
、
月

曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
）

問
い
合
わ
せ
先

住
所
異
動
全
般
に
つ
い
て

…
…
…
戸
籍
住
民
課
届
出
係
（
1
@1
５
５
５
３
）

国
民
年
金
に
つ
い
て

…
医
療
保
険
課
国
民
年
金
係
（
1
@1
５
５
５
４
）

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

…
医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係
（
1
@1
５
６
４
６
）

各
種
医
療
費
助
成
に
つ
い
て

…
医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係
（
1
@1
５
５
５
２
）

児
童
手
当
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
こ
ど
も
課
（
1
@1
５
５
６
１
）

介
護
保
険
に
つ
い
て
…
…
…
…
介
護
保
険
課
（
1
@1
５
５
６
０
）

●転出証明書…前住所地の市区町村長が発行したもの

●印鑑…本人または世帯主のもの（２人以上が異動するとき

は世帯主のもの）

●国民年金手帳…加入者のみ

●所得証明書など…児童手当受給認定や乳幼児などの各種医

療費助成の資格認定を申請する人

●印鑑…本人または世帯主のもの（２人以上が異動するとき

は世帯主のもの）

●印鑑登録証・いせ市民カード・住民基本台帳カード…登録

者のみ

●国民健康保険証…加入者のみ

※修学のため市外へ転出する学生は、そのまま伊勢市の国

民健康保険証が使えます。届け出が必要ですので、国民

健康保険証・印鑑を持参し、医療保険課国民健康保険給

付係・各総合支所生活環境課・各支所へお越しください。

●各種医療費助成の受給資格証…受給者のみ

●介護保険被保険者証…加入者のみ

●寿バス券（回数券）…取得者のみ

●印鑑…本人または世帯主のもの（２人以上が異動するとき

は世帯主のもの）

●住民基本台帳カード…登録者のみ

●国民健康保険証…加入者のみ

●各種医療費助成の受給資格証…受給者のみ

転入

市外から市内に

住所を移したとき

転出

市内から市外に

住所を移すとき

転居

市内から市内に

住所を移したとき

住み始めてから

14日以内

転出するおおむね

２週間前から

新しい住所地に

住み始めてから

14日以内

※いずれも届け出人は、異動する本人または世帯主です。なお、虚偽の届け出を防ぐため、窓口に来た人
の本人確認を行いますので、表中の持ち物のほか、運転免許証・パスポート・健康保険証など、本人で
あることが確認できる物を持参してください。

※住民基本台帳カードを持っている人が、転出届を事前に郵送で行えば、転出証明書がなくても転入手続
きができます。詳しくは、戸籍住民課へ問い合わせてください。

住所異動の手続き

異動の種類 届け出期間 持ち物

（ ）

（ ）

（ ）

戸
籍
住
民
課
（
1
@1
５
５
５
３
）

住
所
異
動

住
所
異
動
の
手
続
手
続
き
を
 

お
忘
れ
な
く

お
忘
れ
な
く
！
 

住
所
異
動

住
所
異
動
の
手
続
手
続
き
を
 

お
忘
れ
な
く

お
忘
れ
な
く
！
 

住
所
異
動
の
手
続
き
を
 

お
忘
れ
な
く
！
 

春
は
引
っ
越
し
の
時
季
で
す
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自
己
負
担
額
を
合
算
し
た
金
額

が
、
一
定
の
限
度
額
を
超
え
た

場
合
は
、
超
え
た
分
が
支
給
さ

れ
る
、
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
被
保

険
者
を
対
象
と
し
て
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓

脂
肪
症
候
群
）
に
着
目
し
た
新

た
な
特
定
健
康
診
査
（
特
定
健

診
）
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま

り
ま
す
。

現
在
、
療
養
病
床
に
入
院
し

た
と
き
に
、
食
費
と
居
住
費
を

一
部
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
70
歳
以
上
の
人

（
65
歳
以
上
の
老
人
保
健
医
療

受
給
対
象
者
を
含
む
）
で
す
が
、

そ
の
対
象
年
齢
が
65
歳
以
上
に

変
わ
り
ま
す
。

被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
な

ど
）
を
受
け
ら
れ
る
人
が
、
退

職
し
て
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
、
現
在
は
、
75
歳
未

満
で
あ
れ
ば
、
そ
の
人
と
そ
の

被
扶
養
者
は
退
職
者
医
療
制
度

で
医
療
を
受
け
ま
す
が
、
そ
の

対
象
年
齢
が
65
歳
未
満
に
変
わ

り
ま
す
。
な
お
、
65
歳
に
な
る

と
、
一
般
の
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
医
療
費
の
自
己
負
担

割
合
が
２
割
と
な
る
の
は
、
３

歳
未
満
の
乳
幼
児
で
す
が
、
対

象
年
齢
が
拡
大
さ
れ
、
義
務
教

育
就
学
前
（
小
学
校
入
学
前
）

の
子
ど
も
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

現
在
、
医
療
費
が
高
額
に
な

っ
た
世
帯
に
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
る
人
が
い
る

場
合
は
、
月
ご
と
に
医
療
保
険

と
介
護
保
険
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
金
額

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
加
え
、
医
療
費
と
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
費
の
年
間
の

４
月
か
ら

４
月
か
ら 

国
民
健
康
保
険
の

国
民
健
康
保
険
の 

　
　
　
　
　
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

４
月
か
ら

４
月
か
ら 

国
民
健
康
保
険
の

国
民
健
康
保
険
の 

　
　
　
　
　
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

４
月
か
ら 

国
民
健
康
保
険
の 

　
　
　
　
　
制
度
が
変
わ
り
ま
す 

医
療
保
険
課
国
民
健
康
保
険
給
付
係
（
1
@1
５
６
４
６
）

自
己
負
担
割
合
が
２
割
に

な
る
対
象
が

就
学
前
の
子
ど
も
ま
で
拡
大

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度
が
で
き
ま
し
た

退
職
者
医
療
制
度
の

対
象
年
齢
が

65
歳
未
満
に
引
き
下
げ

療
養
病
床
入
院
時
の

一
部
負
担
の
対
象
年
齢
が

65
歳
以
上
に
引
き
下
げ

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
が

始
ま
り
ま
す

隠
岡
遺
跡（
倭
町
）は
、
近
鉄

宇
治
山
田
駅
の
東
・
約
６
０
０

メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
、
標
高

約
20
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
所
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
遺
跡
は
、
昭
和
59
年
と

平
成
３
年
に
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
、
弥
生
時
代
後
期
の
竪
穴

た

て

あ

な

住

居
跡
45
棟
と
排
水
路
な
ど
の
遺

構
、
甕か

め

・
高
坏

た

か

つ

き

・
壺つ

ぼ

な
ど
の
土

器
が
出
土
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
安
時
代
の
掘
立
柱

ほ
っ
た
て
ば
し
ら

建
物
跡
13
棟
と
土
師
器

は

じ

き

・
須
恵

す

え

器き

・
緑
釉

り
ょ
く
ゆ
う

陶
器
な
ど
も
出
土
し

て
い
ま
す
。

弥
生
時
代
の
遺
跡
が
宮
川
左

岸
に
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
の
調
査
に
よ
り
、

右
岸
の
神
宮
周
辺
で
も
弥
生
文

化
が
発
展
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
り
、
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

ま
た
、
平
安
時
代
の
遺
跡
に

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

え
え
と
こ 

　
知
っ
と
こ 

伊
勢
伊
勢
の
文
化
探
訪
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

伊
勢
の
文
化
探
訪
シ
リ
ー
ズ 

文
化
振
興
課

文
化
振
興
課 

文
化
振
興
課
（
1
　
７
８
８
４
） 

隠
岡

か
く
れ
が
お
か

遺
跡

つ
い
て
は
、
建
物
が
大
き
く
、

特
殊
な
緑
釉
陶
器
な
ど
も
出
土

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
宮
の

神
主

か

ん

ぬ

し

層
の
住
宅
で
あ
っ
た
こ
と

が
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
隠
岡
遺
跡
は
、

弥
生
時
代
後
期
を
中
心
に
発
達

し
た
大
集
落
跡
で
あ
る
と
と
も

に
、
平
安
時
代
に
は
一
般
集
落

で
は
な
い
特
別
な
建
物
群
が
あ

っ
た
重
要
な
遺
跡
で
す
。

現
在
、
遺
跡
の
上
に
建
つ
市

営
住
宅
の
一
角
に
は
、
竪
穴
住

居
と
掘
立
柱
建
物
の
一
部
を
復

元
し
た
遺
跡
公
園
が
整
備
さ

れ
、
出
土
し
た
遺
物
は
郷
土
資

料
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。出土した土器

発掘調査風景と遺跡公園
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国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ
り
、

４
月
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
料

の
年
金
天
引
き（
特
別
徴
収
）が

始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
主
が
受

け
て
い
る
年
金
か
ら
、
保
険
料

を
天
引
き
す
る
も
の
で
す
。

保
険
料
が
年
金
天
引
き
に
な

る
場
合
、
４
月
・
６
月
・
８
月

は
仮
徴
収
、
10
月
・
12
月
・
翌

年
２
月
は
本
徴
収
と
な
り
ま
す
。

（
左
図
参
照
）

国
民
健
康
保
険
料
が
年
金
天

引
き
と
な
る
の
は
、
次
の
す
べ

て
の
項
目
を
満
た
す
世
帯
で
す
。

●

平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
、

同
一
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
全
員
が
、
65
歳
以
上
75

歳
未
満

●

平
成
19
年
10
月
１
日
現
在
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で
あ

る
世
帯
主
が
受
け
て
い
る
年
金

が
、
老
齢
年
金
・
退
職
年
金
・

障
害
年
金
・
遺
族
年
金
の
い
ず

れ
か
で
、
そ
の
受
給
額
が
年
額

18
万
円
以
上

●

１
回
当
た
り
、
国
民
健
康
保

険
料
と
介
護
保
険
料
と
の
合
算

額
が
、
年
金
受
給
額
の
２
分
の

１
以
下

年
金
天
引
き
に
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す

前
記
の
項
目
を
す
べ
て
満
た

し
て
い
て
も
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
場
合
は
、
４
月
か

ら
の
年
金
天
引
き
に
は
な
ら

ず
、
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替

で
の
納
付
（
普
通
徴
収
）
に
な

り
ま
す
。

●

同
一
世
帯
の
被
保
険
者
が
、

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で
に
75

歳
に
な
る

●

同
一
世
帯
に
、
平
成
20
年
４

月
１
日
で
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
加
入
す
る
人
が
い
る

●

同
一
世
帯
に
、
平
成
19
年
12

月
31
日
現
在
、
65
歳
以
上
75
歳

未
満
で
、
老
人
保
健
の
資
格
を

取
得
し
て
い
る
人
が
い
る

●

被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
主
の

介
護
保
険
料
が
、
年
金
天
引
き

さ
れ
て
い
な
い

４
月
か
ら
年
金
天
引
き
さ
れ

る
世
帯
に
は
、
３
月
中
旬
に
通

知
書
を
送
付
し
ま
す
。

ま
た
、
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
で
納
付
す
る
世
帯
に
は
、

６
月
に
「
国
民
健
康
保
険
料
納

入
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
。

※
10
月
以
降
に
年
金
天
引
き
と

な
る
か
ど
う
か
は
、
４
月
１
日

現
在
の
国
民
健
康
保
険
の
資
格

取
得
状
況
な
ど
を
基
に
判
定
し

ま
す
。

４
月
・
６
月
・
８
月
の
仮
徴

収
で
天
引
き
さ
れ
る
１
回
当
た

り
の
保
険
料
額
（
仮
徴
収
支
払

回
数
割
額
）
は
、
次
の
と
お
り
、

平
成
19
年
度
決
定
保
険
料
額
を

基
に
計
算
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
20
年
度
の
国
民

健
康
保
険
料
の
年
額
と
、
10
月

以
降
に
年
金
天
引
き
（
本
徴
収
）

さ
れ
る
保
険
料
額
に
つ
い
て
は
、

６
月
に
通
知
し
ま
す
。

医療保険課国民健康保険料係（1@15551）

国民健康保険料の 
年金天引き（特別徴収）が始まります 
国民健康保険料の 
年金天引き（特別徴収）が始まります 
国民健康保険料の 
年金天引き（特別徴収）が始まります 

年
金
天
引
き
と
な
る

世
帯
は
？

通
知
書
の
送
付

年
金
天
引
き
さ
れ
る
場
合
の

国
民
健
康
保
険
料
額

年金天引きの種類 

平
成
20
年
度 

国
民
健
康
保
険
料 

04月 

06月 

08月 

10月 

12月 

翌年2月 

仮
徴
収
 

本
徴
収
 

仮徴収支払回数割額の計算方法 

仮徴収支払回数割額＝仮徴収額算出用基礎額÷６ 

仮徴収額算出用基礎額 
　＝（平成19年度決定保険料額÷世帯賦課月数）×12カ月 
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狂
犬
病
は
、
犬
だ
け
で
な
く
、

す
べ
て
の
哺
乳

ほ

に

ゅ

う

動
物
に
感
染
す

る
恐
れ
が
あ
る
病
気
で
、
感
染

し
た
犬
な
ど
に
か
ま
れ
る
と
、

唾
液

だ

え

き

に
含
ま
れ
る
狂
犬
病
ウ
イ

ル
ス
が
体
内
に
入
り
、
感
染
し

て
し
ま
い
ま
す
。

狂
犬
病
を
発
症
す
る
と
、
意

識
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
が
ら
、

強
い
不
安
感
と
痛
み
に
襲
わ
れ
、

精
神
錯
乱

さ

く

ら

ん

・
全
身
け
い
れ
ん
・

ま
ひ
な
ど
の
神
経
症
状
を
示
し

ま
す
。

現
在
は
治
療
法
が
な
く
、
数

日
で
ほ
ぼ
１
０
０
％
、
死
に
至

る
恐
ろ
し
い

病
気
で
す
。

国
内
で
は
、
昭
和
25
年
、
当

時
流
行
し
て
い
た
狂
犬
病
を
制

圧
す
る
た
め
に
狂
犬
病
予
防
法

が
制
定
さ
れ
、
そ
の
お
か
げ
で
、

昭
和
32
年
以
降
、
狂
犬
病
の
発

生
事
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
狂
犬
病
は
忘
れ

ら
れ
た
病
気
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
18
年
に
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
野
犬
に
か
ま
れ
た
日
本

人
男
性
が
、
帰
国
後
に
発
症
し
、

数
日
後
に
死
亡
す
る
と
い
う
事

件
が
２
件
起
き
、
改
め
て
狂
犬

病
の
怖
さ
を
知
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

現
在
、
狂
犬
病
が
発
生
し
て

い
な
い
国
は
、
日
本
の
ほ
か
イ

ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
、
わ
ず
か
10
数
カ
国
に
過
ぎ

ず
、
今
も
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の

国
で
狂
犬
病
が
猛
威
を
振
る
い
、

毎
年
５
万
人
以
上
の
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
で
は
、
平
成
18
年
に
狂

犬
病
で
３
２
０
０
人
以
上
が
亡

く
な
り
、
平
成
19
年
に
一
部
の

地
域
で
飼
い
犬
の
強
制
処
分
命

令
ま
で
出
ま
し
た
。

現
在
、
国
内
で
狂
犬
病
が
発

生
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、

今
後
も
発
生
し
な
い
と
は
限
り

ま
せ
ん
。

外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
る
犬
や

外
国
籍
船
か
ら
不
法
上
陸
す
る

犬
、
外
国
か
ら
の
貨
物
（
コ
ン

テ
ナ
な
ど
）
に
紛
れ
込
ん
で
い

る
犬
な
ど
、
狂
犬
病
に
感
染
し

た
犬
な
ど
が
海
外
か
ら
侵
入
し

て
く
る
可
能
性
が
あ
り
、
感
染

事
例
が
い
つ
発
生
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
で
す
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
Ｂ
Ｓ

Ｅ
（
牛
海
綿
状
脳
症
）
も
、
も

と
も
と
は
国
内
に
存
在
し
な
い

病
気
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
狂
犬
病
は
い

つ
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い

病
気
だ
か
ら
こ
そ
、
毎
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
必
要
な

の
で
す
。

ち
な
み
に
、
平
成
18
年
度
の

県
内
の
接
種
率
は
69
・
８
％
で

し
た
。

伊
勢
市
で
の
接
種
率
は
何
％

だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
、
伊

勢
市
で
発
生
し
た
ら
ど
う
な
る

で
し
ょ
う
か
。

冒
頭
で
「
危
険
」
だ
と
言
っ

た
の
は
こ
の
た
め
な
の
で
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、

飼
い
犬
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
て
い
ま
す
か
？

犬
の
飼
い
主
は
、
狂
犬
病
予

防
法
に
よ
り
、
飼
い
犬
に
狂
犬

病
予
防
注
射
を
毎
年
接
種
さ
せ

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
伊
勢
市
の
平
成
18

年
度
の
接
種
率
は
58
・
４
％
で

し
た
。
実
は
こ
の
数
字
は
、
大

変
危
険
な
数
字
な
の
で
す
。

何
が
危
険
な
の
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
狂
犬
病
の
恐
ろ
し

さ
と
そ
の
予
防
注
射
の
重
要
性

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

伊
勢
保
健
福
祉
事
務
所
衛
生
指
導
課
（
1
@7
５
１
５
１
）

環
境
課
（
1
@1
５
５
４
１
）

シ
リ
ー
ズ
動
物
相
談

シ
リ
ー
ズ
動
物
相
談

〜
狂
犬
病
予
防
注
射
〜

〜
狂
犬
病
予
防
注
射
〜

狂
犬
病
発
生
国

狂
犬
病
発
生
国

今
後
発
生
す
る
危
険
性

今
後
発
生
す
る
危
険
性

狂
犬
病
予
防
注
射
の
必
要
性

狂
犬
病
予
防
注
射
の
必
要
性

狂
犬
病
の
恐
さ

狂
犬
病
の
恐
さ
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狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
法
令

に
よ
り
、
４
月
１
日
〜
６
月
30

日
に
接
種
す
る
こ
と
と
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
左
表
の
日
程
で
集

合
注
射
を
行
い
ま
す
。

必
ず
、
最
寄
り
の
会
場
で
集

合
注
射
を
受
け
さ
せ
る
か
、
動

物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射
の
ほ
か
に

も
、
飼
い
主
に
求
め
ら
れ
る
義

務
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

●

リ
ー
ド
な
ど
で
つ
な
い
で
飼
う

●

市
へ
の
登
録
（
飼
い
犬
が
死

亡
し
た
り
、
住
所
を
変
更
し
た

場
合
も
、
必
ず
市
へ
届
け
て
く

だ
さ
い
）

●

飼
い
犬
に
鑑
札
・
注
射
済
票
・

迷
子
札
な
ど
を
つ
け
る

最
近
、
公
園
や
道
路
な
ど
公

共
の
場
所
で
の
犬
・
猫
の
ふ
ん

害
苦
情
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
、
散

歩
す
る
と
き
は
、
必
ず
ふ
ん
の

処
理
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
野
良
猫
に
安
易
な
気

持
ち
で
餌え

さ

を
与
え
な
い
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
飼
い
猫
に
は

鈴
を
つ
け
る
な
ど
の
工
夫
を
し
、

室
内
飼
い
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

飼
い
犬
の
管
理
義
務

飼
い
犬
の
管
理
義
務

マ
ナ
ー
を
大
切
に

マ
ナ
ー
を
大
切
に

 狂犬病予防注射日程 
ところ（地区名・実施場所） 

旭町 
前山町 
辻久留 
岩渕 
神田久志本町 
 
 
二見町 
 
 
宇治浦田 
楠部町 

朝熊町
 

 
二見町 
河崎 

船江
 

 
一之木 
八日市場町 

大倉町
 

 
佐八町 
津村町 
円座町 
上野町 
横輪町 
矢持町 
神社港 
大湊町 
一色町 
黒瀬町 
中之町 
宇治今在家町 
勢田町 
西豊浜町 
東豊浜町 
有滝町 
村松町 
東大淀町 
柏町 
 

小俣町
 

 
 
 
 
小俣町 
 
 
小俣町 

上地町
 

 
小俣町 
宮川町 
 
御薗町 
 
一之木 

 
 
4月07日(月) 
 
 
 
 
4月08日(火) 
 
 
 
 
4月09日(水) 
 
 
 
 
4月10日(木) 
 
 
 
 
 
 
4月11日(金) 

 
 
 
 
 
4月14日(月)

 
 
 
4月15日(火) 
 
 
 
4月16日(水) 
 
 
 
 
4月17日(木) 
 
 
 
 
4月18日(金) 
 
 
 
 
4月21日(月) 
 
 
 
 
4月22日(火)

とき 
梅谷電器駐車場 
前山町公民館前広場 
上社神社 
伊勢市役所裏 
消防本部 
今一色西浜 
西コミュニティセンター 
山田原公民館 
江コミュニティセンター 
二見公民館 
宇治公民館 
四郷支所 
朝熊町会館 
朝熊市民館 
光の街コミュニティセンター 
河崎南側公民館 
的場公園 
船江会館 
一之木町会事務所 
福祉健康センター 
大倉うぐいす台公民館 
大倉町公民館 
佐八町公民館 
津村町公民館 
旧伊勢市南部農業協同組合円座支所 
沼木地区コミュニティセンター 
横輪公民館 
旧伊勢市南部農業協同組合矢持支所 
神社地区コミュニティセンター 
大湊町民会館（旧大湊支所） 
一色町公民館 
黒瀬町公民館 
伊勢古市参宮街道資料館 
高麗広公民館 
県伊勢庁舎 
西豊浜町森区公民館 
東豊浜町西条公民館 
有滝町民会館 
北浜地区コミュニティセンター 
伊勢農業協同組合北浜支店東大淀 
柏町公民館 
小俣北部公民館 
小俣明野保健福祉会館 
小俣総合支所 
上久保公民館 
伊勢農業協同組合小俣支店 
小俣農村環境改善センター 
下小俣公民館 
中小俣公民館 
南本町公民館 
湯田公民館 
城田地区コミュニティセンター 
城田団地東公園 
松倉農村公園 
宮川町民会館 
御薗総合支所 
高向公民館 
新高公民館 
一之木地区集会所 

09：00～09：35 
09：50～10：20 
10：40～11：30 
13：00～13：50 
14：10～15：00 
09：00～09：45 
10：00～10：50 
11：10～11：40 
13：00～13：30 
13：50～14：50 
09：30～10：30 
10：50～11：40 
13：00～13：30 
13：45～14：00 
14：20～14：50 
09：00～09：30 
09：45～10：20 
10：40～11：35 
13：00～13：35 
13：50～15：00 
09：00～09：40 
09：50～10：00 
10：15～10：35 
10：50～11：35 
13：00～13：20 
13：35～14：05 
14：25～14：35 
14：50～15：00 
09：00～10：00 
10：25～11：40 
13：00～13：50 
14：10～15：00 
09：00～10：30 
11：10～11：25 
13：00～14：50 
09：00～09：45 
10：05～10：50 
11：10～11：40 
13：00～13：35 
14：05～14：40 
09：10～09：35 
09：55～10：40 
11：00～11：35 
13：00～13：50 
14：10～14：50 
09：00～09：50 
10：05～10：50 
11：10～11：40 
13：00～13：50 
14：10～14：50 
09：00～10：00 
10：20～11：30 
13：00～13：35 
13：50～14：15 
14：30～15：00 
09：00～10：50 
11：05～11：50 
13：00～13：50 
14：10～14：50

狂犬病予防注射の

接種を

狂犬病予防注射の

接種を
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総
集
編

な
お
、
現
在
使
っ
て
い
る
指

定
ご
み
袋
は
、
引
き
続
き
使
用

で
き
ま
す
。
ま
た
、
在
庫
分
は

４
月
以
降
も
旧
価
格
の
ま
ま
販

売
し
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
す
工
夫
を
！

４
月
か
ら
指
定
ご
み
袋
の
価

格
が
値
上
が
り
し
ま
す
が
、
次

の
よ
う
な
工
夫
で
ご
み
を
減
ら

せ
ば
、
指
定
ご
み
袋
の
使
用
量

も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

封
筒
・
紙
箱
な
ど
の
紙
類
を

資
源
と
し
て
出
す

●

ト
レ
ー
・
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン

の
容
器
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
容
器
包
装
は
、
小
ま
め
に
洗

っ
て
資
源
と
し
て
出
す

●

生
ご
み
が
出
な
い
よ
う
、
余

分
な
食
材
を
購
入
し
な
い

●

リ
デ
ュ
ー
ス（
ご
み
が
出
な
い

よ
う
に
す
る
）・
リ
ユ
ー
ス（
再

利
用
す
る
）
な
ど
を
徹
底
す
る

「
シ
リ
ー
ズ
防
災
」は
、
今
年

度
最
後
の
掲
載
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
に
掲
載

し
た
内
容
の
要
点
を
ま
と
め
た

総
集
編
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

巨
大
地
震
が
連
動
し
て
発
生
？

近
い
将
来
、
東
海
地
震
・
東

南
海
地
震
・
南
海
地
震
の
発
生

が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
つ

の
地
震
が
同
時
に
発
生
す
る
と
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8.7
の
巨
大
地

震
と
な
り
、
市
内
で
は
震
度
６

強
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
震
発
生
後
は
、
大

き
な
津
波
が
短
時
間
で
襲
っ
て

く
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

想
定
さ
れ
る
被
害
は
？

３
つ
の
地
震
が
同
時
に
発
生

し
た
場
合
、
市
内
で
は
、
次
の

被
害
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

●

全
半
壊
ま
た
は
焼
失
す
る
建

物
…
約
２
万
棟

●

死
者
数
…
約
２
４
０
人

●

被
災
者
数
…
約
11
万
人

４
月
１
日
（火）
か
ら
、
新
し
い

指
定
ご
み
袋
を
販
売
し
ま
す
。

新
し
い
指
定
ご
み
袋
は
、
原

油
高
に
よ
る
原
材
料
価
格
の
高

騰
に
よ
り
、
現
在
使
っ
て
い
る

指
定
ご
み
袋
と
比
べ
、
希
望
小

売
価
格
が
左
表
の
と
お
り
値
上

が
り
し
ま
す
。

指
定
ご
み
袋
が
変
わ
り
ま
す

資
源
循
環
課
（
1
@1
５
５
４
３
）

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！

め
ざ
せ
！ 

ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち 
め
ざ
せ
！ 

る 

知 

る 

知 

備 

え 

る 

備 

え 

る 行
動 

す 

る 

行
動 

す 

る 

シ
リ
ー
ズ
防
災

シ
リ
ー
ズ
防
災 

シ
リ
ー
ズ
防
災 

地
震
や
津
波
に
備
え
る
に
は
？

①
わ
が
家
の
安
全
対
策
…
家
の

耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
と
家
具

類
の
転
倒
防
止
対
策
を
行
う

②
非
常
持
ち
出
し
品
の
準
備
…

食
料
、
飲
料
水
、
衣
類
、
現
金

な
ど
の
貴
重
品
、
懐
中
電
灯
・

ラ
ジ
オ
な
ど
の
日
用
品
、
常
備

薬
な
ど
を
準
備
し
て
お
く

③
揺
れ
を
感
じ
た
ら
避
難
…
海

辺
の
地
域
で
、
大
き
な
揺
れ
や

長
時
間
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、

火
元
を
確
認
し
、
高
台
へ
避
難

す
る
。
ま
た
、
津
波
警
報
や
注

意
報
、
避
難
勧
告
が
解
除
さ
れ

る
ま
で
は
戻
ら
な
い

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ

て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
防
災

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、「
大

地
震
に
対
す
る
備
え
」
を
怠
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
ご
み
を
減
ら
す
工
夫
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
、「
広
報
い
せ
」

３
月
号
と
同
時
配
布
し
た
「
ご

み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
ー
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
月
31
日
（月）
を
も
っ
て
、
伊

勢
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
イ
バ
ッ
グ

の
販
売
を
終
了
し
ま
す
。

な
お
、
そ
れ
ま
で
に
在
庫
が

な
く
な
れ
ば
、
そ
の
時
点
で
販

売
を
終
了
し
ま
す
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

指定ごみ袋の希望小売価格（税抜き） 

現在の 
指定ごみ袋 

新しい 
指定ごみ袋 

大（45リットル・10枚入り） 

中（30リットル・10枚入り） 

小（15リットル・10枚入り） 

指定ごみ袋の文字印刷色 

外袋の文字印刷色 

緑 

緑 

70円 

50円 

35円 

紺 

紺 

83円 

60円 

41円 

マ
イ
バ
ッ
グ
の
販
売
を

終
了
し
ま
す

危
機
管
理
課
（
1
@1
５
５
２
３
）

▼

▲

▼

▼

▲

▼

▲

▼

▼

▲

▼

▼
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物
事
が
ち
ょ
う
ど
い
い
様
子

の
と
き
、「
い
い
あ
ん
ば
い
だ
」

な
ど
と
言
っ
た
り
し
ま
す
。

「
あ
ん
ば
い
」と
い
う
言
葉
は
、

漢
字
で
「
按
配
」
や
「
塩
梅
」
と

書
き
ま
す
。
塩
梅
は
、
も
と
も

と
は
料
理
用
語
で
、
塩
加
減
が

良
い
も
の
を
「
塩
梅

え

ん

ば

い

が
い
い
」
と

言
っ
て
い
た
の
が
転
じ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
多
く

は
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
社
会
的
使

命
や
目
的
）
を
と
て
も
大
切
に

い
い
塩
梅

あ
ん
ば
い

し
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
を
た
く

さ
ん
手
伝
え
る
人
や
、
ち
ょ
っ

と
だ
け
手
伝
え
る
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
お
金
だ
け
出
す
人
や
、
口
だ

け
出
す
人
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

人
が
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
人

た
ち
を
一
つ
に
ま
と
め
る
と
き

に
重
要
と
な
る
の
が
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
す
。
料
理
で
言
う
な
ら
ば
、

塩
加
減
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

企
業
な
ら
ば
、
役
員
で
も
な

い
限
り
、
口
だ
け
を
出
す
人
は

間
違
い
な
く
解
雇
さ
れ
て
し
ま

う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
は
い
ろ
ん
な
人
を
受
け
入
れ

る
組
織
で
、
少
し
だ
け
関
わ
り

た
い
人
は
そ
れ
な
り
の
活
動
を

し
て
、
や
り
た
い
人
は
と
こ
と

ん
活
動
で
き
る
組
織
な
の
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
こ
の
よ
う
な
組
織

の
た
め
、
時
折
、
一
部
の
人
に

大
き
な
負
担
が
掛
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

無
理
せ
ず
、「
い
い
塩
梅
」
で

活
動
し
て
い
く
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

男
の
料
理
教
室

講
師
パ
ル
テ
ィ

パ
ル
テ
ィ
は

目
玉
焼
き
し
か
作
れ
な
い

次
は
実
践
で
す

パルティ4コマ劇場

人
生
80
年
の
時
代
を
迎
え
、

わ
た
し
た
ち
が
求
め
て
い
る
も

の
は
何
で
し
ょ
う
か
。

い
ろ
ん
な
人
と
の
温
か
い
触

れ
合
い
や
、
自
然
と
の
触
れ
合

い
が
あ
り
、
安
定
し
て
、
元
気

に
、
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
何

よ
り
も
食
生
活
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
栄
養
士
協
議
会

は
、
あ
ら
ゆ
る
年
齢
層
で
世
代

を
超
え
、
男
女
を
問
わ
ず
、「
健

康
と
は
」「
健
康
で
長
生
き
す
る

た
め
に
は
」
と
い
ろ
い
ろ
な
話

し
合
い
を
し
た
り
、
相
談
に
乗

っ
た
り
、
料
理
を
作
っ
て
み
ん

な
で
楽
し
く
食
べ
た
り
し
て
い

ま
す
。

最
近
で
は
、
食
の
安
心
・
安

全
や
、
健
康
に
関
す
る
食
の
情

報
が
あ
ふ
れ
、
わ
た
し
た
ち
の

食
生
活
を
混
乱
さ
せ
る
よ
う
な

事
が
多
く
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

食
に
対
す
る
「
判
断
力
」
や
、

正
し
い
食
べ
方
を
す
る
た
め
に

ど
の
よ
う
な
食
品
を
選
択
し
た

ら
よ
い
の
か
を
「
選
ぶ
力
」
を

身
に
付
け
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か

ら
一
生
を
通
し
て
、
男
女
を
問

わ
ず
、「
ご
飯
、
み
そ
汁
、
肉
か

魚
の
１
皿
、
野
菜
１
皿
」
と
い

う
普
通
の
食
事
を
手
軽
に
準
備

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

食
事
は
楽
し
い
も
の
で
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
パ
ン
や
お

菓
子
作
り
も
楽
し
く
や
っ
て
い

ま
す
。
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
一

緒
に
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
伊
勢
地
区
代
表
　
北
村
）

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

No.14

1
@0
４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/
/
sk
c
.e
-ise
.n
e
t/

Ｅ
メ
ー
ル

sk
c
@
e
-ise
.n
e
t

三
重
県
地
域
活
動
栄
養
士
協
議
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

（
1
#7
０
０
８
９
）

みんなで作った料理を試食する様子
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主な相談など 

※対象は、伊勢保健福祉事務所が実施するものは県内在住の人、そのほかは市内在住の人です。 

内　容 と　き ところ 問い合わせ先 

子育て相談 
中央保健センター 

二見老人福祉センター 

ハートプラザみその 

３月 4日 （火） 

13：30～15：00

小俣保健センター 

成人栄養相談（要予約） 

成人健康相談 

健康課 

二見総合支所福祉健康課 

9：30～11：00３月 11日 （火） 

３月 18日 （火） 

３月 25日 （火） 

小俣保健センター 9：30～11：00３月 5日 （水） 小俣保健センター 

中央保健センター 13：00～15：00３月 6日 （木） 健康課 

ハートプラザみその 13：30～14：30３月 11日 （火） 御薗総合支所福祉健康課 

中央保健センター 13：00～15：00３月 6日 （木） 健康課 

8：45～11：00

伊勢保健福祉事務所 

（県伊勢庁舎内） 
17：30～19：00

毎月第２火曜日 

（３月11日） 

伊勢保健福祉事務所 

（1　5148） 

13：00～15：00３月 27日 （木） 

御薗総合支所福祉健康課 

小俣保健センター 

エイズ検査 

毎週火曜日 

こころの健康相談（要予約） 

@7

〈一次救急〉休日・夜間応急診療所 

問い合わせ：内科・小児科（1@58795）、歯科（1@70829） 

診療日 診療時間 診療科目 当番医師 

夜間 
19：30～22：00

内　科 
小児科 

内　科 

昼間 
10：00～12：00
13：00～17：00

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

夜間 
19：30～22：00

歯　科 歯　科 

内　科 
小児科 

内　科 
小児科 

月曜日～ 
　土曜日 

日曜日 
祝　日 

※いずれも時間は、午前９時30分～午後１時です。

ヘルスメイト料理講習会

と　き

３月11日（火）

３月15日（土）

３月18日（火）

３月21日（金）

ところ 定員
（先着順）

福祉健康センター

小俣保健センター

福祉健康センター

二見健康管理増進センター

ハートプラザみその

30人

35人

30人

20人

30人

と
き
・
と
こ
ろ
・
定
員

左
表

の
と
お
り

対
象

市
内
在
住
の
人

テ
ー
マ

お
も
て
な
し
料
理

参
加
費

５
０
０
円（
当
日
持
参
）

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
料
理
講
習
会

休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療

８
０
０
・
１
０
０
・
１
１
９
９
、

24
時
間
受
け
付
け
）
ま
た
は
医

療
ネ
ッ
ト
み
え
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.q
q
.p
re
f.

m
ie
.jp
/

）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

二
次
救
急

症
状

重
症
の
場
合
（
一
次
救

急
医
療
機
関
か
ら
紹
介
さ
れ
た

と
き
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
る

と
き
な
ど
、
緊
急
な
治
療
や
入

院
が
必
要
な
と
き
）

医
療
機
関

二
次
救
急
医
療
機

関
（
山
田
赤
十
字
病
院
、
伊
勢

総
合
病
院
）

※
当
番
日
を
決
め
、
交
代
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

一
次
救
急

症
状

比
較
的
軽
症
の
場
合（
急

病
に
な
っ
た
と
き
、救
急
車
を
呼

ぶ
ほ
ど
で
は
な
い
け
れ
ど
す
ぐ

に
治
療
を
受
け
た
い
と
き
な
ど
）

医
療
機
関

一
次
救
急
医
療
機

関
（
か
か
り
つ
け
医
、
休
日
・

夜
間
応
急
診
療
所
な
ど
）

※
重
症
の
人
や
、
下
表
の
診
療

時
間
以
外
・
診
療
科
目
以
外
で

診
療
を
受
け
た
い
人
は
、
救
急

医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
（
1
@8
１

１
９
９
、
音
声
自
動
案
内
1
０

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

米
１／２
カ
ッ
プ

申
し
込
み

３
月
３
日
（月）
か
ら
、

電
話
ま
た
は
FAX
で
健
康
課
へ

健
康
づ
く
り
通
信

健
康
づ
く
り
通
信 
健
康
づ
く
り
通
信 

〜
み
ん
な
笑
顔
　
伊
勢
の
元
気
人
〜 

健
康
課
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
２
４
３
５
、
FAX
　
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
（
1
　
７
８
７
０
、
FAX
　
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
１
１
１
３
、
FAX
　
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課
（
1
　
０
２
３
５
、
FAX
　
２
４
０
４
）

27

21

22

25

42

43

22

28

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉
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図書館へ行こう！

伊勢図書館 小俣図書館
00 7 7

0 0 7 8

1
FAX

と　き 毎週土曜日、午後２時30分～

ところ １階・おはなしコーナー

内　容 絵本や紙芝居を読みます

と　き ３月27日（木）、午前11時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 赤ちゃん絵本の紹介や読み聞かせ、手遊

びなど

と　き ３月９日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

※詳しくは、伊勢図書館へ問い合わせてください。

と　き ３月30日（日）、午後１時30分～

ところ ２階・視聴覚室

※詳しくは、伊勢図書館へ問い合わせてください。

と　き ３月16日（日）、午前９時15分～午後４時

（午前９時から先着75人に整理券を配布、

午前10時30分以降は入場制限なし）

ところ ２階・視聴覚室

内　容 不用になった雑誌類（100種類以上、約

1800冊）を、図書館利用者に無償で提供

します（１人につき５冊まで）

※小説・絵本などの図書類はありません。

21

21

3 9 0 0

3 9 0 2

1
FAX

29

29

火曜日～金曜日…午前９時～午後７時

土曜日・日曜日・祝日…午前９時～午後５時

おはなし会

あかちゃんえほんのじかん

映画上映会

春休み子ども映画会

雑誌リサイクルフェア

開館時間

３月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

2 

9 

16 

23 

30

 

3 

10 

17 

24 

31

 

4 

11 

18 

25

 

5 

12 

19 

26

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

３月 ○…休館日　□…おはなし会　☆…上映会 

日 月 火 水 木 金 土 

 

2 

9 

16 

23 

30

 

3 

10 

17 

24 

31

 

4 

11 

18 

25

 

5 

12 

19 

26

 

6 

13 

20 

27

 

7 

14 

21 

28

1 

8 

15 

22 

29

★たんぽぽおはなし会 ３月８日（土）、午後３時～

★赤ちゃんおはなし会 ３月13日（木）、午前11時～

★ピッポの会・紙芝居 ３月16日（日）、午前11時～

※いずれも場所は、１階・おはなしのへやです。

と　き ３月22日（土）、午後３時～４時

ところ １階・おはなしのへや

対　象 ３歳～小学生（工作教室について、就学

前の子どもは保護者同伴）

内　容 ①おはなし会…ビッグブック（大型絵本）

などによる読み聞かせ、②工作教室…簡単

な工作教室

申し込み ①申し込みの必要はありません、②小俣

図書館へ問い合わせてください

と　き ３月15日（土）、午後２時～

ところ ２階・視聴覚室

内　容 子ども向けアニメ「ハローキティの郵便

屋さんありがとう」ほか

①折り紙作品展 ３月５日（水）～10日（月）

②なのはなペン習字展　３月12日（水）～17日（月）

③洋画サークル展　３月19日（水）～24日（月）

④盆石展　３月28日（金）～30日（日）

※いずれも時間は、午前９時～午後７時（①～③…

初日は午後１時から、最終日は午後３時まで、④…

最終日は午後５時まで）、場所は２階・ギャラリー

です。

★小さいものあつまれ

ひな祭りからミクロの世界まで「小さい」をテ

ーマにした本を幅広く紹介します

午前９時～午後７時

おはなし会

開館時間

春休み図書館おはなし会＆工作教室

ギャラリー展示

今月の特集コーナー

上映会
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市
で
は
、
毎
年
、「
伊
勢
市
子

ど
も
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
」
を

開
催
し
、
小
・
中
学
生
が
、
い

じ
め
や
部
落
差
別
を
は
じ
め
と

す
る
人
権
問
題
に
つ
い
て
考
え

る
場
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
子
ど
も
た
ち
は
、
作

文
へ
の
感
想
や
意
見
を
述
べ
た

り
、
日
ご
ろ
か
ら
抱
え
て
い
る
悩

み
を
出
し
合
っ
た
り
し
て
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

小
学
生
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

11
月
28
日
（水）
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
で
、
小
学

６
年
生
・
約
２
０
０
人
（
各
校

の
代
表
者
）
が
参
加
し
、
３
人

が
そ
れ
ぞ
れ
、障
が
い
者
差
別
・

部
落
差
別
・
い
じ
め
に
関
す
る

作
文
を
発
表
し
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
感
想
よ
り

●

３
人
の
作
文
を
聞
い
た
ら
泣

け
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く

が
人
を
い
じ
め
て
し
ま
っ
た
こ

と
、
こ
れ
は
最
低
で
す

●

障
が
い
者
と
一
緒
に
歩
い
て

い
る
人
が
恥
ず
か
し
い
ん
じ
ゃ

な
く
て
、
変
な
目
で
見
る
人
が

恥
ず
か
し
い
ん
で
す

●

部
落
差
別
で
、
何
だ
か
自
分

も
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
し
た

●

い
じ
め
や
差
別
を
な
く
す
に

は
、
ま
ず
自
分
か
ら
は
じ
め
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
う

中
学
生
人
権
フ
ォ
ー
ラ
ム

12
月
12
日
（水）
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア
で
、
中
学

生.

・
約
３
５
０
人（
各
校
の
代
表

者
）
が
参
加
し
、
３
人
が
そ
れ

ぞ
れ
、
障
が
い
者
差
別
・
外
国

人
差
別
・
い
じ
め
に
関
す
る
作

文
を
発
表
し
ま
し
た
。

◆
参
加
者
の
感
想
よ
り

●

障
が
い
者
の
方
に
は
今
ま
で

関
わ
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
全
身
を
使
っ
て
自

分
を
表
現
し
て
い
る
方
が
い
る

と
聞
い
て
、
自
分
を
恥
ず
か
し

く
思
い
ま
し
た

●
「
私
」の
作
文
が
心
に
残
っ
た
。

国
境
を
越
え
た
つ
な
が
り
は
ス

テ
キ
だ
と
思
っ
た

●

何
気
な
く
使
っ
て
い
る
「
言

葉
の
重
み
」
が
わ
か
っ
た

●
「
き
れ
い
ご
と
、
告
げ
口
、
自

己
満
足
」
と
言
わ
れ
て
も
、
行

動
を
起
こ
し
た
方
が
い
い
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た

●

差
別
な
ん
て
い
ろ
い
ろ
絡
み

合
っ
て
難
し
い
よ
う
で
も
「
ダ

メ
」
の
一
言
で
片
付
く
問
題
だ

と
思
い
ま
し
た

●

ほ
ん
の
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、

私
は
私
ら
し
さ
に
誇
り
を
持
つ

こ
と
を
知
り
ま
し
た

●

部
落
問
題
に
つ
い
て
、
ど
の

学
校
も
勉
強
し
て
い
て
、
真
実

を
後
の
人
に
ど
う
伝
え
て
い
く

か
を
考
え
ま
し
た

●

他
校
の
人
の
意
見
を
あ
ん
な

に
詳
し
く
聞
け
る
の
は
滅
多
に

な
い
と
思
う
の
で
、
参
加
で
き

て
よ
か
っ
た

●

自
分
ひ
と
り
な
ら
解
決
で
き

な
い
よ
う
な
こ
と
で
も
、
こ
こ

で
な
ら
答
え
が
出
せ
る
よ
う
な

気
が
し
た

子
ど
も
た
ち
の
素
直
な
心
が

訴
え
る
も
の

人権シリーズ（№26） 

一人ひとりが 
輝くために 
一人ひとりが 
輝くために 

人権政策課

（1@15546）

総
合
案
内
の

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
を
募
集

管
財
契
約
課
（
1
@1
５
５
２
６
）

募
集
募
集

市
役
所
本
館
・
ロ
ビ
ー
に
あ

る
総
合
案
内
は
、
市
役
所
を
訪

れ
る
人
に
と
っ
て
、
市
役
所
が
、

分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
や
す

い
も
の
と
な
る
よ
う
、
平
成
18

年
12
月
か
ら
設
置
し
て
い
る
も

の
で
す
。

平
成
20
年
度
も
、
市
民
目
線
で

親
し
み
や
す
く
、
よ
り
よ
い
総
合

案
内
に
し
て
い
く
た
め
に
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
期
間

４
月
１
日
〜
平
成

21
年
３
月
31
日
（
１
年
間
）
、

市
役
所
開
庁
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分

主
な
内
容

問
い
合
わ
せ
に
応

じ
、
各
課
へ
の
案
内
を
行
う

※
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http

:/
/
w
w
w
.city
.ise.

m
ie.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
は
、
市
役
所
本
館
・
正

面
玄
関
か
ら
、
１
日
に
つ
き
約

１
０
０
０
人
が
訪
れ
、
１
０
０

人
以
上
が
総
合
案
内
を
利
用
し

て
い
ま
す
。

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

モ
ニ
タ
ー
を
募
集

東
海
総
合
通
信
局
電
気
通
信
事
業
課

（
1
名
古
屋
０
５
２
・
９
７
１
・
９
４
０
２
）

応
募
資
格

電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
（
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
）
に
関
心
が
あ
る
20
歳
以

上
の
人
（
総
務
省
・
電
気
通
信

事
業
者
に
勤
務
経
験
が
あ
る
人

ま
た
は
そ
の
家
族
を
除
く
）

委
嘱
期
間

６
月
１
日
〜
平
成

21
年
３
月
31
日
（
10
カ
月
間
）

活
動
内
容

●

総
務
省
が
行
う
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
へ
の
回
答
（
年
２
回
程
度
）

●

モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席（
年

１
回
程
度
、
一
部
の
人
の
み
）

募
集
人
数

90
人
程
度

募
集
期
間

３
月
３
日
（月）
〜
４

月
４
日
（金）
（
当
日
消
印
有
効
）

※
詳
し
く
は
、
東
海
総
合
通
信

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

:/
/

w
w
w
.to
kai-b

t.so
um
u.go
.jp
/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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作
業
日

４
月
〜
９
月
の
土
曜
日
・
日

曜
日
・
祝
日
の
う
ち
10
日
程
度

と
こ
ろ

西
豊
浜
町

対
象

市
内
在
住
の
人

内
容

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
・
精
米
ま

で
の
稲
作
作
業
、
夏
野
菜
（
ト
マ
ト
・

ス
イ
カ
）
な
ど
の
栽
培

定
員

30
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

参
加
費

２
０
０
０
円

申
し
込
み

３
月
31
日
（月）
ま
で
に
同
事

務
局
へ

※
参
加
者
に
は
、
み
ん
な
で
作
っ
た
コ

シ
ヒ
カ
リ
（
１
人
に
つ
き
５
キ
ロ
グ
ラ

ム
）
を
進
呈
し
ま
す
。

伊
勢
市
奨
学
金

奨
学
生
を
募
集

学
校
教
育
課
（
1
@2
７
８
８
１
）

高
齢
者
の
権
利
擁
護
講
演
会

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
〜

長
寿
課
（
1
@1
５
５
５
９
）

受
給
資
格

次
の
す
べ
て
の
項
目
を
満

た
す
人

●

市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
の
子
ど
も

な
ど
で
あ
る

●

４
月
１
日
現
在
、
高
等
学
校
・
高
等

専
門
学
校
・
大
学
の
い
ず
れ
か
に
在
学

し
て
い
る

●

学
業
が
特
に
優
良
で
、
学
資
に
乏
し

い
（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）

※
奨
学
生
は
、
市
長
が
任
命
す
る
選
考

委
員
の
会
議
で
選
考
し
ま
す
。

支
給
年
額
（
返
済
不
要
）

●

高
等
学
校（
公
立
）６
万
６
０
０
０
円

（
私
立
）７
万
２
０
０
０
円

●

高
等
専
門
学
校
　
９
万
６
０
０
０
円

●

大
学（
県
内
）９
万
６
０
０
０
円

（
県
外
）12
万
円

支
給
期
間

い
ず
れ
も
１
年
間
（
平
成

20
年
度
）

提
出
書
類

●

伊
勢
市
奨
学
金
支
給
申
請
書

●

在
学
証
明
書

●

学
校
長
ま
た
は
学
部
長
の
推
薦
書

●

学
業
成
績
証
明
書

●

世
帯
員
全
員
の
住
民
票
（
続
柄
記
載
）

の
写
し

●

所
得
が
あ
る
世
帯
員
全
員
の
所
得
証

明
書

●

作
文
（
４
０
０
字
程
度
で
自
筆
の
も
の
）

申
し
込
み

４
月
７
日
（月）
〜
18
日
（金）

に
、
所
定
の
用
紙
を
同
課
ま
た
は
教
育

委
員
会
窓
口
へ

※
所
定
の
用
紙
は
、
同
課
・
各
総
合
支

所
・
各
支
所
・
教
育
委
員
会
窓
口
（
市

役
所
本
館
）
に
あ
り
ま
す
。

伊
勢
市
育
英
基
金
に

寄
附
の
ご
協
力
を
！

伊
勢
市
育
英
基
金
は
、
高
等
専
門
学

校
生
・
大
学
生
へ
の
奨
学
金
の
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
奨
学
生
の
増
加
と

寄
附
の
減
少
に
伴
い
年
々
減
少
し
、
平

成
23
年
度
に
は
底
を
突
い
て
し
ま
い
ま

す
。育

英
基
金
が
無
く
な
る
と
、
奨
学
金

を
支
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
高
等
専
門
学
校
生
・

大
学
生
に
奨
学
金
を
支
給
し
、
社
会
に

貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

森
林
の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
能
力
を

高
め
る
た
め
に
、
間
伐
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

１
個
所
に
つ
き
０
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
上
の
人
工
林
（
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
）

を
間
伐
す
る
場
合
、
補
助
金
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
森
林
の
種
類
・
林
齢
・
伐
採

率
に
よ
り
補
助
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

稲
作
学
校

農
業
委
員
会
事
務
局

３
月
21
日
（金）
ま
で
（
1
@1
５
６
３
８
）

３
月
24
日
（月）
か
ら
（
1
@2
０
２
７
２
）

催
し
物

催
し
物

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
・
多

目
的
ホ
ー
ル

内
容

●

講
演
「
抱
え
込
む
家
族
介
護
か
ら
支

え
あ
う
地
域
介
護
へ
〜
認
知
症
の
介
護

の
理
解
〜
」
泉
美
幸
さ
ん
（
（社）
認
知
症

の
人
と
家
族
の
会
三
重
県
支
部
代
表
）

●

講
演
「
悪
徳
商
法
っ
て
な
に
？
〜
老

後
を
お
だ
や
か
に
過
ご
す
た
め
に
〜
」

安
田
千
代
さ
ん
（
司
法
書
士
、
伊
勢
市

高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営

委
員
会
委
員
）

と
き

３
月
８
日
（土）
、
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
40
分

森
林
の
間
伐
を
行
い
ま
し
ょ
う
！

三
重
県
伊
勢
農
林
水
産
商
工
環
境
事
務

所
林
業
振
興
課
（
1
@7
５
２
６
５
）

農
林
課

３
月
21
日
（金）
ま
で
（
1
@1
５
５
７
０
）

３
月
24
日
（月）
か
ら
（
1
@2
０
３
７
０
）
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就
学
前
乳
幼
児
医
療
費
の
申
請

４
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子

ど
も
の
入
院
に
か
か
る
医
療
費
は
、
就

学
前
乳
幼
児
医
療
費
と
し
て
、
福
祉
医

療
費
助
成
制
度
の
対
象
と
な
り
ま
す
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
所
得
制
限
額
を
超
え
て
い

る
場
合
は
、
助
成
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
方
法

次
の
物
を
持
参
し
、
医
療

保
険
課
福
祉
医
療
係
・
各
総
合
支
所
生

活
環
境
課
・
各
支
所
へ

●

入
院
時
の
医
療
費
の
領
収
書

●

印
鑑

●

健
康
保
険
証

●

預
金
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

●

所
得
証
明
書
（
平
成
19
年
１
月
２
日

以
降
に
市
内
へ
転
入
し
た
人
）

療
養
病
床
入
院
時
の

食
費
・
居
住
費
は
対
象
外
で
す

福
祉
医
療
費
の
受
給
者
が
入
院
し
た

と
き
の
食
費
は
、
入
院
時
食
事
療
養
費

と
し
て
、
福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の
対

象
と
な
り
ま
す
が
、
療
養
病
床
に
入
院

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
を
対

象
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の
特
別
慰
労

品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

対
象

●

旧
軍
人
な
ど
で
恩
給
な
ど
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者

●

戦
後
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
や
モ
ン
ゴ
ル

に
強
制
抑
留
さ
れ
た
人

●

終
戦
に
伴
い
、
日
本
以
外
の
地
域
か

ら
引
き
揚
げ
た
人

※
こ
れ
ま
で
に
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
な
ど
を
受
け
た
人
・
受
け
る
資
格

が
あ
っ
た
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

請
求
期
限

平
成
21
年
３
月
31
日

※
請
求
書
は
、
生
活
支
援
課
に
あ
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
同
基
金
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

す
る
70
歳
以
上
（
平
成
20
年
４
月
か
ら

は
65
歳
以
上
）
の
人
が
一
部
自
己
負
担

す
る
食
費
と
居
住
費
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

福
祉
医
療
費
助
成
制
度
の

お
知
ら
せ

医
療
保
険
課
福
祉
医
療
係
（
1
@1
５
５
５
２
）

小
・
中
学
生
が
い
る
家
庭
で
、
経
済

的
に
困
っ
て
い
る
家
庭
に
、
学
用
品

費
・
給
食
費
・
修
学
旅
行
費
な
ど
の
一

部
を
援
助
し
ま
す
。

援
助
を
希
望
す
る
人
は
、
各
学
校
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

認
定
基
準

●

世
帯
の
合
計
所
得
金
額
が
、
生
活
保

護
基
準
額
の
１
・
５
倍
以
内
の
家
庭

●

前
記
以
外
で
、
前
年
度
ま
た
は
本
年

度
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
特

に
教
育
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
家
庭

・
生
活
保
護
が
廃
止
ま
た
は
停
止

・
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免

・
国
民
年
金
の
掛
け
金
が
減
免

・
国
民
健
康
保
険
料
が
減
免
ま
た
は
徴

収
猶
予

・
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る

・
そ
の
ほ
か
、
収
入
が
不
安
定
で
学
校

納
付
金
の
納
付
状
態
が
悪
い
な
ど
、
生

活
状
態
が
苦
し
い
と
認
め
ら
れ
る

恩
給
欠
格
者
・
戦
後
強
制
抑
留
者
・

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

特
別
慰
労
品
を
贈
呈

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

（
1
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
０
１
２
０
・
２
３

４
・
９
３
３
）

生
活
支
援
課
（
1
@1
５
５
５
７
）

次
の
と
お
り
、
墓
所
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

な
お
、
墓
地
の
継
承
者
に
つ
い
て
心

配
し
て
い
る
人
の
た
め
に
、
永
代
管
理

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
墓
所
の

ご
案
内

伊
勢
や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

（
1
@4
８
５
０
９
）

学
用
品
費
や
給
食
費
な
ど
を

援
助

学
校
教
育
課
（
1
@2
７
８
７
９
）

※墓地管理料は、１㎡につき
780円／年です。

02㎡
03㎡
04㎡
06㎡
08㎡
10㎡
12㎡
20㎡

―
0,312,000円
0,420,000円
0,636,000円
0,856,000円
1,080,000円
1,296,000円
2,160,000円

192,000円
288,000円
388,000円
588,000円
―
―
―
―

02㎡
03㎡
04㎡
06㎡
08㎡
10㎡

0,600,000円
0,790,000円
0,990,000円
1,380,000円
1,780,000円
2,200,000円

永代管理料 墓地価格表

墓所
面積

永代管理料
墓所
面積

永代使用料

東向区画 西向区画
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ケーブルテレビ番組案内 ケーブルテレビ番組案内 ～3月～ ～3月～ 
※放送時間や内容は、変更することがありますのでご了承ください。 

伊勢市行政チャンネル番組表 

アナログ10チャンネル・21チャンネル 

伊勢市テレビ広報「みて きいて 伊勢」 

アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル 

広報広聴課（1@15515） ㈱アイティービー（1フリーコール0120・270・089） 

アイティービーコミュニティチャンネル番組表 

 ● 住民異動手続きのご案内 

 

放送時間：午前6時・9時・正午・午後3時・6時・9時～ 

■特集 

※アナログ21チャンネルは、御薗地区のみの放送で、

アナログ10チャンネルと同じ「特集」「お知らせ」など

の行政情報や、お天気情報、防災情報をお伝えします。 

※上表の2時間分の番組を繰り返し放送します。 
※iTVニュースは、月曜日～金曜日の毎日午後７時に更新し
ます。土曜日・日曜日の午後7時からは、ニュースの週間ダイ
ジェストを放送します。 

※ひよこくらぶスペシャル 

　3/26まで（日曜日を除く） 

　午前9時・午後2時・5時・9時 

放送時間：午前6時～翌日午前2時 

■伊勢の文化探訪「ええとこ知っとこ」 

 
 
 
 
 

（放送日：3/16～31） 

市議会放送 

2/25～3/2 

3/3～9 

 

3/10～16 

3/17～23 

3/24～30 

3/31～4/6

 ● おひなさまめぐり in二見 

 ● 市・県民税の申告会場と

日時 

 ● このごみ、何ごみ？ 

 ● このごみ、何ごみ？ 

 ● 郷の恵「風輪」の紹介 

 ● 固定資産税の納付のお願い 

　市議会 3月定例会本会議および予算特別委

員会（設置された場合）を、会議があった日

の翌日の午後２時と午後７時から放送します。 

※１回の放送時間が５時間以上となる場合は、

２回目の放送開始時刻が変更になります。 

■お知らせ 

分 番組 

3/3～9

0 

30 

40 

0 

20 

30

iTVニュース 

伊勢志摩の特産品 

このまちの昭和 

iTVニュース 

和を楽しむ 

鳥羽水族館新・水の惑星紀行 

分 番組 

3/10～16

0 

30 

40 

0 

20 

30 

44

iTVニュース 

探歩々隊 

スポーツで遊ぼう！ 

iTVニュース 

PET☆PET 

ぐるぐる番外編 

歴史街道 

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

分 番組 

3/17～23

0 

30 

40 

0 

20 

24 

30

iTVニュース 

ぐるぐるグルメ2 

日本の暮らしのぞき箱 

iTVニュース 

おかげ横丁だより 

サンアリーナ通信 

ＭＵＳＩＣ　ＪＡＭ 

分 番組 

3/24～30

0 

30 

40 

0 

20 

30 

42

iTVニュース 

MCTV遊味ing 

のんびりいこう 

iTVニュース 

イオン明和ケーブルナビ 

バラ組 

ＰＥＲＳＯＮＮＡ+12

奇
数
時
間 

偶
数
時
間 

勢田川

BOD

（mg／R）

測定地点

平成20年１月結果 1.7 1.6 1.3 1.4

5.7 2.1 29.0 2.2

姫之橋 北新橋 勢田大橋 一色大橋

3.2 10.1 6.7 2.6

平成19年１月結果

平成18年度平均

環境基準 5mg／R以下（勢田大橋）
（１月25日　三重県環境保全事業団　分析）

環境課（1@15542）■勢田川水質調査結果

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）
河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大
きいほど汚れていることを示します。
水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費さ
れる酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。

お詫びと訂正 生活支援課（1@15557）

「広報いせ」２月号・10ページに掲載しました

「新しい民生委員・児童委員が決まりました」の記

事について、次のとおり、誤りがありましたので、

お詫びして訂正します。

港地区・古谷碩冶さんの担当地区

神田久志本町、ブンキョウ、池原

神田久志本町（倉田山）

誤

正
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種 別

婦　人

母　子

家庭児童

乳幼児

家庭教育

教　育

カウンセリング

青少年

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 生活支援課（1@15556）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後５時15分

ところ こども課（1@15561）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 大世古保育所（1@53676）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 家庭教育相談室「スマイルいせ」

（小俣総合支所・2階）（1@27887）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 毎週水曜日・木曜日

午後１時～５時15分

ところ 教育研究所（小俣総合支所・３階）

（1@27867）

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 青少年相談センター

（小俣総合支所・2階）（1@27894）

就　職

と　き 毎週火曜日

午前10時～午後４時

ところ サンライフ伊勢

対　象 市内に在住または通勤している

35歳以下の人またはその保護

者、学校の進路担当教諭

定　員 ５人（先着順）

申し込み おしごと広場みえ（1津059ー
222ー3309）または、商工労

政課（1@15568）へ電話

種 別

障がい者・
障がい児

心配ごと

相談日など

と　き 月曜日～金曜日

午前９時30分～午後６時

土曜日・日曜日・祝日
（実施しない場合があります）

午前９時30分～午後４時30分

ところ 障害者相談支援センター「ブレス」

（宮町１丁目５-20）（1@06525）

相談方法 電話・来所

老　　人
在宅介護

と　き 月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分

ところ 地域包括支援センター

（1@15583）

と　き 毎日24時間対応

ところ 各在宅介護支援センター

神路園（1@26012）

双寿園（1@39231）

白百合園（1@71511）

山咲苑（1@62600）

正邦苑（1#81800）

みなと（1#50811）

楽寿苑（1#10050）

二見ふれあいプラザ（1$34423）

小俣（1@71155）

相談方法 電話・来所

と　き 第１水曜日（３月５日）

午後１時～３時

ところ 小俣保健センター

問い合わせ 社会福祉協議会小俣支所

（1@70509）

と　き 第２水曜日（３月12日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会伊勢支所

（福祉健康センター内）

（1@72425）

と　き 第３水曜日（３月19日）

午後１時～３時

ところ ハートプラザみその

問い合わせ 社会福祉協議会御薗支所

（1@26617）

と　き 第４水曜日（３月26日）

午後１時～３時

ところ 社会福祉協議会二見支所

（二見ふれあいプラザ内）

（1$33994）

小・中学生の不
登校・いじめ・
友人関係・学習
など

非行・いじめなど

小・中学生の教育

〈要予約〉

カウンセラーによる

福祉サービスの
利用相談・日常
生活や就労の相
談支援など

中高年齢
者 職 業

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日

午前９時～午後５時

ところ 中高年齢者職業相談室

（サンライフ伊勢内）（1@81267）

（ ）

（ ）

（ ）

（ ）
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3月の無料相談
種 別

法　律

交通事故

相談日など

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けることはで
きません

と　き 毎週月曜日

午後１時30分～３時30分

ところ 広報広聴課（1@15515）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ８人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み 相談日当日の午後１時15分まで

に広報広聴課へ来所

と　き ３月６日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 小俣保健センター

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み ２月28日（木）～３月５日（水）に、

社会福祉協議会小俣支所（1@7

0509）へ来所または電話

と　き ３月27日（木）

午後１時30分～３時30分

ところ 社会福祉協議会御薗支所（ハート

プラザみその内）（1@26617）

対　象 市内に住所を有する人

定　員 ４人（定員を超えた場合は抽選）

申し込み ３月21日（金）～26日（水）に、社会福祉

協議会御薗支所へ来所または電話

と　き 第３水曜日（３月19日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前8時30分から

広報広聴課へ電話

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

（受け付けは午後３時30分まで）

ところ 三重県交通事故相談窓口

(三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー7350）

（ ）

種 別

行　政

登　記

相談日など

と　き 第２火曜日（３月11日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

人　権

公　証

と　き 第２木曜日（３月13日）

午後１時～４時

（受け付けは午後３時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日

午前９時30分～午後４時30分

ところ 津地方法務局伊勢支局

（1@86158）

と　き 第１木曜日（３月６日）

午後１時～４時

（受け付けは午後２時まで）

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 月曜日～金曜日

午前９時～午後４時

ところ 三重県消費生活センター

（三重県栄町庁舎・３階）

（1津059ー228ー2212）
商工労政課（1@15512）

遺言・契約証明

と　き 第１・３火曜日（３月４日・18日）

午後１時～３時

ところ 広報広聴課（1@15515）

と　き 第２火曜日（３月11日）

午後１時～３時

ところ 二見生涯学習センター

問い合わせ 二見総合支所地域振興課

（1$21111）

と　き 第４火曜日（３月25日）

午後１時～３時

ところ 小俣公民館

問い合わせ 小俣総合支所地域振興課

（1@27858）

（ ）

消費生活
架空請求など（ ）

多重債務
司法書士による

クレジット・
消費者金融など（ ）

と　き ３月27日（木）

午前９時30分～11時30分

（受け付けは午前11時まで）

ところ 市役所本館・２階第１会議室

定　員 ４人（先着順）

申し込み 相談日当日の午前８時30分から

広報広聴課（1@15515）へ電話



強い北風が吹く中、小・中学生のランナーたちが二
見町内のコースを力いっぱい走りました。
また、今年から、親子ジョギングの部が設けられ、

1.5キロメートルのコースを親子で楽しく走りました。
走り終え
たランナー
たちは、振
る舞われた
温かいぜん
ざいで、疲
れを癒しま
した。

まちの話題

新成人のつどい

二見ふれ愛マラソン 学校給食記念日の招待給食

ママさんふれあいクッキング

1
27

御薗町親子会凧あげ大会1
13

1
13

1
30

1
24

広

報
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人の動き（１月末現在）

総人口 135,930人（－25人）
世帯数 52,917世帯（＋22世帯）
男性 64,581人（－15人）
女性 71,349人（－10人） ※外国人登録者を含む。

城田小学校で、市長などを招いて招待給食が実施
されました。
参加した１年生の児童61人は、郷土の特産物を使
った「牛肉のしぐれ煮ごはん」「あいまぜ」「いちご」
などを、み
んなでおい
しくいただ
きました。

小俣保健センターで、栄養士を講師に迎え、ママさ
んふれあいクッキングが開催されました。
この催しは、子育て中のお母さんたちにとって、ほ
っと一息つけるような交流の場となるよう、小俣子育
て支援センターが開催しているものです。
この日は、カルシウムいっぱいの五目寿司や、カレ
ー風味のがんもどきなどを作り、栄養バランスや味は
もちろん、料理の簡単さと出来栄えの良さに、参加者
たちはとて
も満足そう
でした。

「広報いせ」４月号については、平

成20年度当初予算が決定されてから

発行するため、通常より配布日が遅

くなりますので、ご了承ください。

宮川ラブリバー公園で、御薗町親子会による子ども
凧あげ大会が開催されました。
この日は、約100人の親子が参加し、冷たい風が吹
く中、「手作り凧の部」と「既成凧の部」に分かれて
凧あげを競
い、伝統的
な行事を楽
しみました。
大会後に
は、炭火で
もちを焼き、
おいしくい
ただきまし
た。

県営サンアリーナで「新成人のつどい」が開催され、
1,197人の新成人が出席しました。
全国的に成人式でのマナーが問題となっている中、

伊勢市では、29人の実行委員たちが、創意工夫をしな
がら式典の運営を企画し、素晴らしい催しとなりまし
た。
また、今
年初めて取
り入れた第
２部では講
演会を行い、
感動のうち
に幕を閉じ
ました。


